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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   ラフ・クルー元町保育園 

報告作成日：     2023 年  12 月 13 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2023 年 8 月上旬～9 月中旬】 

・評価機関の担当者より、法人代表及び園長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シ

ート【共通評価基準】及び【内容評価基準】については、園長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2023 年 8 月 21 日～9 月 4 日】 

・配布：全園児の保護者（53 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が園所定の回収袋に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：2023 年 11 月 6 日、11 月 7 日】  

■11 月 6 日 

①各クラスの保育観察（2 歳児、3 歳児、4 歳児、5 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（園長） 

 

■11 月 7 日 

①各クラスの保育観察（0 歳児、1 歳児） 

②書類調査～事業者面接調査（園長、法人代表） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：2023 年 11 月 6 日、11 月 7 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社コミニティハウスが運営するラフ・クルー元町保育園は、JR 根岸線石川町駅から徒歩 1 分の場所

にあり、周辺は商店等に囲まれ、中華街や元町の玄関口として乗客数の多いエリアに位置します。園は鉄筋

コンクリート造 7階建ての 2階部分に位置し、徒歩 1分の場所に小さな子どもたちが遊べる園庭があります。

また、1 階部分には町内会長が運営している地域の交流拠点であるカフェがあり、日ごろのつながりから、町

内会の備品を行事の時に借りたり、子どもが神輿を担ぐ経験を得たり、カフェに園児の製作物などを飾った

りする取り組みを実施しています。また、園は町内会及び商店街の組合に加入し、町内や近隣の施設と協働

して、様々な取り組みを行っています。具体的には、2 年に一度町内会との夏祭りの共催や、連合商店街賀詞

交歓会への参加などが挙げられます。また、ハロウィン行事の練り歩きの際は、1 階の地域交流カフェや近隣

の郵便局、コンビニエンスストアの協力を得て、子どもにお菓子を渡してもらうなどの交流が行われていま

す。園の定員は、60 名（0~5 歳児）、開園時間は、平日 7 時 00 分～20 時 00 分、土曜日 7 時 00 分~19 時 00

分です。 

玄関を入ると、正面に事務室があります。玄関には SDGs の一環として取り組んでいるペットボトルの蓋

を収集する大きな容器が設置されています。玄関カウンターには、地域子育て支援の一環として実施してい

る貸し出し図書コーナーがあり、年齢別に絵本が並べられ見やすくなっています。また、障がいに関する保

護者向けの本を、紹介文を添えて設置し、障がいに関する理解の普及に努めています。 

事務室を中心に、入って左手に 1 歳児クラス、その奥は独立した空間が保たれる 0 歳児クラスがあります。

右手には 2 歳児クラスがあり、その奥には 3~5 歳児の異年齢で過ごす空間が広がっています。園全体はワン

フロアーですが、全クラスにおいて限られたスペースの中で様々な環境設定の工夫が見られます。子どもの

遊びにおいては粗大運動、構成遊び、机上の遊び、ごっこ遊びなど、遊びごとのコーナーを設定するととも

に、保育者の動線も意識し、子ども一人ひとりが十分に遊び込める環境づくりをしています。生活面におい

ては、室内全体が整理整頓されており、必要なものがすぐに取り出せる環境になっています。また、散歩の

際に別室の空間で過ごす 0 歳児クラスは、混み合う玄関を通らずに、直接テラスに出ることができるように

なっています。一人ひとりの子どもの生活リズムに合わせた保育実践に取り組んでいるため、ワンフロアー

という空間の中でも、それぞれが主体的に、ゆったりとした園生活を過ごせるようになっています。 
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1．高く評価できる点 

○昨今の社会情勢等も踏まえ、常に子どもにとってより良い環境づくりに努めています 

 全体的な計画を見直した際に、社会的責務と SDGs に対する法人の取り組みについて、「保育者の心がけ」

の項目に具体的な内容を記載しました。記載内容は現場の保育者が取り組みやすいよう分かりやすい内容で

示されています。一例として、「やさしさと温かいまなざしや愛情でゆったりと丁寧に関わることで、一人ひ

とりが安心して過ごせる人的物的環境を作る」や、貧困についての項目も設けられ、“経済的な貧困”とは別

に“体験の貧困”を取り上げ「社会情勢や家庭での生活環境・成育歴から、個々に合わせた必要な援助や体験

が積めるよう丁寧に関わる」ことが記載され、日ごろの保育実践につなげています。また、インクルーシブ

保育についての項目には、「多様性（国籍や文化の違い、ジェンダーフリー、障がい）を知り、個々の人権が

守られる人とのつながりを大切にする」と記載があります。 

園では、子どもや家庭と協働して計画内容等にもとづいた SDGs に関するさまざまな取り組みが行われて

います。玄関には、SDGs の 17 の目標を掲示し、ペットボトルの蓋を収集する大きな容器が設置されていま

す。ペットボトルの蓋が集まると、子どもたちが蓋を収集している近隣の事業者へ届けています。また、ベ

ルマークを集め近隣の小学校へ届ける取り組みが行われています。SDGs に関する絵本を保育の中に取り入

れることで、子ども自身の気付きにもつながっています。その他にも、常設されている製作コーナーで、使

用した折り紙の余り部分を取っておくことのできるコーナーの設置をする取り組みや、プラスチック製の商

品に示されているマークやプラスチックのゴミに該当する物の写真を掲示する取り組みをしています。この

ような取り組みにより、日ごろの生活の中でも、子どもから SDGｓに関する意見が出るなど、生活の中に

SDGｓの意識が浸透してきています。 

このような昨今の社会情勢等も踏まえながら、常に「子どもの最善の利益」「子どものやってみたいという

気持ち」「保育者の願いと子どもの興味・関心」を出発点とした保育実践に取り組んでいます。WEB マップ

と呼ばれる手法を用いて、活動における子どもの姿や興味関心を書き出し、活動間の関連性などを可視化し

ています。さらに、積み重ねの中で醸成されつつある保育者同士で語り合うという、語り合いの風土の中で

常に振り返りが行われ、具体的な実践につなげています。 

 

 

○全職員で園全体の自己評価を実施し、具体的な取り組みにつなげています 

全職員で保育所自己評価に取り組んでいます。各クラスで 2～3 週間の期間を設け、「教育・保育の基本」

「ねらい」及び「内容」、「健康及び安全」、「子育て支援」の項目ごとに、保育所保育指針に沿った具体的な

内容について、多岐に渡った振り返りが行われます。園長は、各クラスから提出された振り返り内容をまと

め、職員会議にて、1 ヶ月～1 ヶ月半ほどの期間をかけて再度検討しています。検討された内容については、

「保育所自己評価の結果について」として、昨年度の課題、課題に対する取り組み内容と状況報告、保護者

の意見、次年度の課題と改善点をまとめ、保護者に公表しています。 

昨年度の課題として、「園内研修の定期的な実施」、「保護者の障がい理解を促す（統合からインクルーシブ

へ）」、「保育の質の向上・職員の質の向上」を挙げ、具体的な取り組みにつなげています。「園内研修の定期
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的な実施」については、園内研修の年間計画を立て、月 1 回実施される職員会議の際に実施しました。看護

師による保健・衛生、熱性けいれん対応等の研修、クラスの困り事のディスカッション、外部講師を招いた

環境改善の研修を全職員で受講するなどの取り組みを行っています。「保護者の障がいの理解を促す（統合か

らインクルーシブへ）」ことについては、園便りに障がいの特性に関する内容等を掲載する取り組みが、年間

を通じて行われました。また、職員会議等で話し合い、選定された障がいに関する保護者向けの本を、玄関

カウンターの貸出絵本コーナーに紹介文を添えて設置するなどの取り組みにつなげました。その結果、園便

りに記載があった内容について保護者から意見が出るなど、以前に比べ障がい等に関する理解の浸透が感じ

られます。 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇労務環境を整え、職員が働きやすい職場づくりに努めています 

職員が働きやすい職場づくりとして、さまざまな労務環境を整えています。産休・育休については、男性

職員、女性職員ごとに「ラフ・クルー産休・育休ハンドブック」を作成し、育児休暇に入る前に、労務担当が

職員に説明しています。また、育児休暇後、復職する際に、コアタイム内での勤務時間であれば 8 時間勤務

でなくても正社員としてみなす「育児シフト制度」を導入しました。さらに、短時間労働、延長保育料補助

制度を導入し、取得実績も積んでいます。また、定数配置以上の職員を配置し、人員体制の充実を図ること

で時間外労働の削減を行っています。また、永年勤続表彰の導入や、お泊り保育時の夜間勤務手当を新たに

創設しました。また、1 分単位での、残業代の支払いを可能にする体制が整えられました。 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇さらなる中堅職員の育成が期待されます 

園では保育理念である、「子どもの個性を尊重し、豊かな心を育て、たゆみない笑顔を創造します」にもと

づき、園長を中心に、日々具体的な保育実践に取り組んでいます。 

園長はクラスミーティングや月案ミーティングなど各種会議に参加し、「子どもの最善の利益」「子どもの

やってみたいという気持ち」「保育者の願いと子どもの興味・関心」などの視点にもとづいて、子ども中心の

保育の振り返りを継続し、子どもの最善の利益の視点から話し合う風土が醸成されています。また、園長は

常に地域とのつながりを大切にし、町内会や商店街の会合等に参加して、園の概要等について情報発信をし

ています。現在、園内研修担当を園長から主任に移行するなどの取り組みや、中堅保育者を各クラスリーダ

ーに配置し、保育実践や職員間の連携等について任せていく取り組みを行い、リーダー層の育成につなげて

います。結果、自身が担当するクラス体制だけでなく、他のクラス体制も考慮した、園全体の職員配置調整

を意識できるようになり始めています。 

今後は、現在園長が取り組んでいる、マネジメントの役割やファシリテートの役割、地域との連携などの

取り組みを中堅職員に移行し、任せていくことで、さらなる中堅職員の育成が期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2023 年 11 月 6 日、11 月 7 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

観察日は室内で遊びました。子どもの手の届くところに玩具があり、いつでも子ども自身で選んで遊

ぶ事ができる環境となっています。中に鈴が入っている布製ボールなどの市販の玩具の他に、ミルク缶

の中に 2 つのペットボトルのふたの部分を付けたものを入れる玩具や、エアーキャップを筒状に丸めテ

ープで止めた棒、段ボールにいくつかの穴を開け、ボールを入れると上から転がるような玩具など、子

どもの興味に応じた手作りの玩具も多くありました。また、写真がラミネートされた手作りの絵本もあ

りました。壁面には子どもの目線に、花の写真や動物のイラスト、また仕切りには表情を見ることが出

来る鏡があるなど、探索活動ができる環境も設定されています。ウレタン製の遊具もあり、登ったり寝

転がったりすることができる環境も整えられていました。 

 ボールと段ボール箱で作った手作り遊具の車を使って遊ぶ姿が見られました。保育者は、一生懸命段

ボールの車から出ようとする子がいると「がんばって足を出して」「よかったね出られたね」と声をかけ

たり、車の中にボールをたくさん入れて遊ぶ子がいると「もっと入れたいのかな？」と声をかけるなど、

子どもの行動や表情に合わせて声をかけています。子どもが車の中に隠れて出てくると、その動作に合

わせて「イナイイナイバー」を楽しむなど、一人ひとりの様子を見ながら応答的に関わるとともに、子

どものやりたい気持ちを尊重して関わる姿が見られました。その中で、車が倒れないように支えたり、

先に車で遊んでいる子どもがいると「使っているみたいだよ」と言って別の車を用意するなど、安全面

等についても配慮していました。また、「ここを通りたいんだね。でも、お友だちがいるよ」など丁寧に

子どもに伝える姿も見られました。 

ボールを使った遊びでは、食べ物に見立てて食べる真似を楽しむ姿、ボールの受け渡しを楽しむ姿、

また、ボールを室内に散らばせて車の中にみんなで集めるなどの姿も見られました。片付けの際は、保

育者がボールを入れる袋を見せて、袋に入れることも楽しんでいました。子どもは這い這いでボールを

集めたり、両手に持ちながら袋に入れていました。保育者は子どもがボールを入れると「ありがとう」

「えらいな」などと伝えていました。片付けを終えると、保育者と手を繋いで歌を歌いながら歩くのを

楽しむ姿も見られました。 

絵本を通した関わりでは、保育者の膝の上で、指をさしながら野菜の名前などを言ってもらうことを

楽しんでいました。子どもがはっきりしない発音で「あなな」のように伝えると、保育者が「バナナだ

ね」とゆったりと返答する姿が見られました。また、「あっぷっぷ」など絵本に出てくる言葉を楽しみな

がら、表情を見合わせるなどの姿も見られました。遊んでいる際に「お鼻出てるから拭こうか」「髪を結

ぼうか」など、事前に子どもに声をかけながら関わっていました。 



7 

 

遊んでいる際に眠たくなる子どもがいると、保育者は子どもを抱っこし、少し寝かせていました。ト

イレに行く際は、順番に声をかけ、トイレでおむつ替えをし、手洗いを一緒に行うなど、一人ひとりの

子どものリズムに合わせて個別に関わっていました。 

 

 

□1 歳児クラス 

観察日は雨が降っていたため、室内で遊びました。室内には、ままごとコーナーや電車遊びのコーナ

ー、ちょうど子ども一人が入ることができる卵型に切られた手作りの段ボールのスペースなど、一人ひ

とりの子どもが、興味や関心に応じて遊べる環境が整えられていました。各コーナーには工夫があり、

ままごとコーナーの近くに、人形とベッドを配置し、ごっこ遊びが発展するよう環境を整えたり、電車

遊びのコーナーでは棚の上にレールのテープを貼り、走らせて遊ぶことができるようになっていました。

卵型に切られた段ボールのスペースはいくつか用意され、それぞれがゆったりと過ごせるようになって

いました。その下にはマットも敷かれていました。また、壁には電車や乗り物の写真がラミネートされ、

子どもたちは自由に貼ったり剥がしたりできるとともに、本棚の横に配置することで子どものイメージ

が膨らむようでした。その他にも、円柱差しやクマやゾウの形をした木製のパズルなど、手先を使う玩

具も整えられていました。 

 子どもは、遊びたいものを自分で手に取り遊びます。手作りのボールを転がして遊ぶ子どもや、牛乳

パックで作った車を使って仲良く 2 人でドライブをする子ども、型はめパズルにじっくり取り組む子ど

もなど、思い思いの遊びを楽しんでいます。保育者は子どもの遊ぶ様子を見守りつつ、使っていない玩

具を片付けます。その様子を見ているためか、子どもたちにも使い終わると元の場所に戻す習慣が出来

ており、床に玩具が転がっていることはありませんでした。 

 友だちが遊んでいる様子を見て、自分もやってみたくなり、「貸して」というものの借りられないよう

な場面や、1 人の子が遊んでいると、それが気になってみんなが同じおもちゃに集中してしまい、おも

ちゃの取り合いになる場面なども見られました。その際に保育者は、「貸して、ともう一度言ってみよ

う」と伝えたり、「叩くといたいよ。みんなで遊ぼうね」と声をかけるなど、自我の育ちを見守りつつ、

安心して自分の気持ちが表現できるよう、また、友だち同士の仲立ちをするなどの関わりを行っていま

した。また、子どもたちの遊びの様子を見て、落ち着かない様子が見られた際には、模造紙を出してク

レヨンのお絵描きをしたり、シール貼りを楽しむ様子も見られました。 

 室内で体操も楽しんでいました。音楽をかけると、それに気づいた子どもが保育者の周りに集まって

きて、ニコニコしたり、ぴょんぴょん跳ねたりするなど嬉しそうな様子です。保育者は、おもちゃ棚を

移動して場所を広くしたり、ぶつかりそうな手洗い場にマットでカバーをしたりし、安全面に配慮して

いました。子どもたちは保育者の手本に合わせて踊ります。ジャンプしたり、手を上に上げたり、足踏

みしたり、楽しそうです。「スタート」と手をあげて言う子どももいました。 

 今日は気温が高く、床の冷たさが気持ちよいことがわかり、体操の最後は保育者も子どももみんな床

にゴロゴロしました。そこから、保育者たちの伸ばした足の上に子どもたちが乗って、歌遊びをし「バ

スに乗ってゆられてる」「ゴーゴー」と掛け声をして楽しそうでした。 

 体操で体を動かした後は、卵型に切られた段ボールのスペースの中に入ってゴロゴロしたり、人形を
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抱っこして座ったりしていました。体操の前は落ち着かない様子が見られ部屋を走っていた子どもも、

体操の後は落ち着いてブロックで遊んでいました。 

 その後、順番にトイレに行きました。おむつ替えが終わりズボンを履く時に、自分でできる子どもや、

保育者が手伝ってあげる子どもと、保育者は先回りせず、それぞれが自分でできるところまで本人が取

り組む姿をゆっくりと見守っていました。 

 

□2 歳児クラス 

観察日は天気が良く、近隣の公園へ散歩に行くことになりました。保育者が子どもに声をかけると、

うれしくて跳びはねる子どもやまだブロックやままごとで遊びたい様子の子ども、また、湿度が高いの

で半袖に着替えるのですが着替えたくない子どもなど、様々な姿が見られました。保育者は急がせるこ

となく、一人ひとりのペースに合わせて、靴下を履くことや帽子を被るなどの散歩の支度を手伝ったり、

何度か声をかけたりしながら、気持ちが散歩に向くまで見守る姿が見られました。生活の見通しがある

ためか、子どもは保育者が特に声をかけなくても、散歩の準備が整うとテーブルの席について本を読ん

で待っています。 

 公園までの道では、バギーを押す保育者は、少し右に寄る時や発車する時には、後方からのぶつかり

に気をつけて振り返ってからバギーを移動させていました。先頭の保育者は出発の際、到着の際などに

子どもの人数を他の保育者に伝えていました。「前に自転車があります」などと先頭から次の保育者へ、

また、その次の保育者へと伝言します。「止まります。出発します。右に曲がります」と、行動を細かく

全体に知らせていました。また、子どもの性格や特徴をよくわかっていて、手を繋ぐペアを変えたりし

ながら、怪我なく安全に配慮して引率していました。公園に向かう途中では、商店街のお店や看板、ク

リスマス飾りなどを見たりして、子どもたちは話をしながら楽しい雰囲気で歩いていました。 

 公園に到着しました。遊ぶ前に保育者が子どもに「階段から向こうに行ってもいいですか？」と問い

かけます。子どもは「だめー」と返答するなど、いつも確認している遊ぶときの約束をしっかりと覚え

ています。公園では、どんぐりを拾ったり、虫を観察したり、かけっこしたり、かくれんぼをしたり、

「先生鬼ね」と声をかけて鬼ごっこを楽しむ子どももいました。一人ひとりが自身の興味や関心に応じ

て遊ぶ様子が見られました。保育者は子どもの遊ぶ様子を見守りながら、一緒に追いかけっこをしたり、

かくれんぼをしたりして子どもと一緒に遊びを楽しみます。また、その中でも子どもの人数を確認し、

保育者同士で伝え合う姿が見られました。観察日は天気が良かった為、公園に到着した時と遊び終わっ

た時にお茶を飲み、熱中症に備えました。お茶を飲むコップの回収を手伝ってくれる子どもの姿も見ら

れました。 

 帰り道では、お昼ご飯はなんだろうと子どもと会話しながら帰りました。また、「前を向いて歩こう

ね」と子どもに優しく声をかけていました。保育者は、道を譲ってくれた方や、いつもの通り道で会う

近隣の方へ、朗らかに挨拶していました。 
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□3 歳児・4 歳児・5 歳児クラス 

観察日は天気が良く、近隣の公園に遊びに行くことになりました。子どもは帽子や靴下、水筒を準備

するとクラスごとに座って並び、紙芝居を見ます。朝の自由遊びの続きをしたい子どもや眠たくて休ん

でいる子どももいましたが、保育者は急かすことなく、声をかけながら一緒に散歩の準備をしていまし

た。3 歳児と 5 歳児、4 歳児同士のペアで手を繋ぎ散歩に出発です。玄関を出て階段を降りてから出発

前の子どもの人数確認をします。公園に向かう途中、歩道の端を歩くことや自転車が来ていることなど

を子どもたちに伝えながら安全面に配慮して散歩をしていました。また、道路を渡る際は、「横断中」と

いう黄色い腕章を付けた保育者が、子どもが渡り終えるまで横断歩道の上で誘導する姿も見られました。 

 公園に到着しました。熱中症対策で水分補給をした後、虫よけをしてから遊び始めます。大きな広場

で子どもは思い思いの遊びを楽しみます。縄跳びやドロケイ、しっぽ取りゲームやボール遊び、また四

葉のクローバー探しなど、一人ひとりが好きな遊びを見つけて楽しむ姿が見られました。3 歳児が 5 歳

児の子どもに「こっちにおいで」と言って一緒に追いかけっこを楽しんだり、5 歳児がドロケイで遊ん

でいると、4 歳児もその姿を真似して遊ぶなど、自然と 3，4，5 歳児が関わりながら遊んでいました。

その中で、しっぽ取りのしっぽの数について 4 歳児が話していると、「どうしたの？」「3 個しっぽつけ

たいの？」などと 5 歳児が話に入り仲立ちする姿や、しっぽが取れそうになりながら走っている 3 歳児

の姿を見て、4 歳児の子どもが「ちゃんとつけないと取れるよ」と教える姿なども見られました。保育

者は子どもの遊ぶ様子を見ながら、縄跳びをしている子どもに跳び方を教え、跳べると「上手」と声を

かけるなどの個別の関わりや、ボールに興味を持った 3，4，5 歳児の子どもと一緒にサッカーをしたり、

ボール投げを楽しむ姿が見られました。ボール投げでは、年齢に応じて保育者が投げる位置を変えるな

ど、個々の様子に合わせて楽しめるよう配慮していました。また、3 歳児クラスの子どもに対しては保

育者が一緒に入ったり、鬼ごっこの鬼を決める時、ルールが変わる時に説明したりして子どもが十分に

楽しめるよう必要に応じた援助を行っていました。4 歳児クラスの子どもに対しては、5 歳児に憧れて

遊ぶ姿を見守ったり、いろいろな色の葉を使ってごっこ遊びをする子どもや、草を集めて「草と雨でお

茶ができるかな」と保育者に聞く子など、想像の世界を楽しむ様子を見守ったり、時には想像を膨らま

せながら関わる姿が見られました。5 歳児に対しては、基本的に見守りながら自分たちで解決する経験

を尊重しているようでした。 

しっぽ取りゲームをして遊んでいる途中に、しっぽの数で言い争いになる場面が見られました。その

際も保育者はすぐに仲介に入るのではなく、遠くで子どもの様子を見守っていました。しばらくすると、

ジャンケンで決めるという解決方法を自分たちで見出した子どもたちがいました。 

十分遊んだ後は、水分補給をして園に帰ります。歩道を渡る時はみんなで信号を見て、青になると「あ

お」と言って、安全確認してから渡るなどの姿が見られました。園に入る前に人数確認をし、玄関が混

み合わないよう、グループごとに階段を上って園に入ります。階段の下で待っている間に、保育者は「汗

をかいている人はどうするんだっけ？」「そのままにしておくとどうなるんだっけ？」など子どもに問

いかけ、自ら考えられるよう促していました。園に戻ると、着替えを済ませ、昼食の時間です。5 歳児

クラスの当番の子どもはテーブルを拭くなどの準備をします。3 歳児クラスは座る席が決まっています

が、4，5 歳児は自分の好きな席に座ります。配膳の準備が整うと、保育者がテーブルごとに声をかけま

す。子どもは自分の食べられる量を保育者や給食職員に伝え、盛りつけてもらいます。席に着いた子ど
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もから食べ始めます。たくさん外で遊んだ子どもたちは、お腹が空いた様子で意欲的に食べる姿が見ら

れました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・園の理念や基本方針はパンフレット、ホームページ

等に記載されています。保育理念は「子どもの個性を

尊重し、豊かな心を育て、たゆみない笑顔を創造しま

す」です。保育理念をもとに、「子どもひとりひとりが

自分で考え行動できる自主性・自立性を育みます」等

の 4 つの保育方針、「好奇心や探求心を持ち主体的に

表現できる子」等の 4 つの保育目標が定められ、保育

所の使命や目指す方向、考え方を読み取ることができ

ます。 

・全体的な計画には社会的な責任、人権尊重、説明責

任、情報保護、苦情処理・解決について、また、保育

の方法や保育者の心がけが示されており、職員に分か

りやすく具体的な内容になっています。入社時は園長

と職員がマニュアルの読み合わせを行い周知し、マニ

ュアルは全職員が所持しています。本社研修では、マ

ニュアルをもとにした研修資料を使用し説明してい

ます。また、人材育成ポリシーやコーポレートポリシ

ー等についても周知しています。 

・職員会議やクラスミーティングに園長・主任が参加

し、子どもの人権や主体性等、理念にもとづいた具体

的な保育内容を話し合う中で周知が図られています。 

・新入園児説明会では入園のしおり(重要事項説明書)

を通して、理念や基本方針等を保護者に伝えていま

す。また、年度初めの保護者会ではわかりやすい資料

を作成し、非認知スキルを育むことなど園の保育方針

を具体的な保育内容にもとづいて説明しています。 
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2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・社会福祉事業全体の動向については、法人代表の日

本こども育成協議会への参加や、園長の自治体園長

会・区の園長校長会・私立園長会への参加、また外部

研修の参加により情報収集をしています。幼児教育・

保育情報誌「遊育」を購読し、本社内で回覧すること

で、「誰でも通園制度」等、最新の動向について関係者

が把握しています。また、園長会で周知するとともに、

運営担当が必要に応じ、業界動向等について、園長と

共有しています。今年度は「遊育」で「今後の保育業

界の動向」等について執筆された講師の研修動画を、

法人の園長会で視聴しています。 

・地域の各種福祉計画については、幼保小の連携会議

や区の園長校長会、また私立園長会への年間を通して

の参加などを通して把握しています。市が発行する

「幼保小の架け橋プログラムだより」から、連携に関

する国の動向や、地域の取り組み等について把握して

います。一例として、小学１年生の４月や５月に保育

士が小学校を訪問し、手遊び等を行うなどの実践例を

把握しています。このような取り組み内容を踏まえ、

アプローチカリキュラムを作成し、小学校への円滑な

接続につなげています。 

・園見学における、各年齢の見学者人数を把握してい

ます。また、一時保育の問い合わせ内容を通して、家

庭状況や一時保育の必要理由等について把握し、子育

て支援等の取り組みにつながるよう検討されていま

す。 

・コスト分析については、昨今の 0 歳児の入所希望の

低下や、1 歳児の入所希望の増加等を踏まえ、定期的

に園児の人数の推移を確認し分析を行っています。ま

た、食材の高騰に伴う経費の見直しについて共有して

います。食材費等について、栄養士会議にて検討し、

決定した内容については、職員会議及びリーダー会議

にて周知しています。 
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3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

 

・経営課題として、職員の雇用形態について取り組み、

月 1~2 回実施される本社会議及び、月 2 回実施され

る本社役員会にて共有されています。具体的には、採

用経費や待遇面等を考慮し、常勤職員と非常勤職員の

雇用体制について検討しています。検討内容について

は、園長と現状の職員数を確保しながらも、雇用形態

を検討することなどが共有されています。改善すべき

課題については、必要に応じ園長を通して職員に周知

しています。 

・法人代表と園長が、定期的に定員数に応じた補助金、

処遇改善等加算などについて共有しています。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

 

・中・長期計画は、法人全体で各園の課題を検討し、

本社にて作成されています。作成内容については、法

人代表と園長が共有し、必要に応じて園の実態に合わ

せて修正しています。前回の第三者評価で中・長期の

課題として取り上げた、中堅職員の育成については、

具体的な取り組みが行われています。職務に応じた

「求められる能力」「段階ごとの目標・到達点」「職務

内容」「必要な研修・連携」が具体的に記載された、段

階別・項目別到達点をもとに面談し、園内研修担当を

園長から主任に移行するなどの取り組みにつなげて

います。今年度も引き続き、中堅職員の育成を中・長

期計画に位置づけ、職員から意見を引き出すファシリ

テートの力を高める取り組み等を行っています。今後

は、毎年実施する園の自己評価を踏まえた中・長期計

画の策定を検討しています。 

・予算については、5 年の長期計画の策定と年間の収

支計画(貸借対照表、損益計算書、キャッシュフローを

含む)を毎月向こう 3 か月の収支を確認し、人員配置

や修繕の時期などを検討しています。 
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5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

B 

 

 

 

B 

 

・中・長期計画の重点課題を単年度計画に反映させて

います。重点課題として、前回の第三者評価に引き続

き、「中堅職員の育成」及び「保育の質の向上」を掲げ

ています。具体的な取り組みとして、「中堅職員の育

成」では、年 2 回実施される園長面談の際に、目標管

理・分析シートを使用しています。法人の理念等の理

解、専門知識・技術、子育て・地域支援、対応など項

目ごとに、自己採点と園長が採点を行い数値化し、着

実な育成につなげています。「保育の質の向上」では、

WEB マップと呼ばれる手法を用いて活動における子

どもの姿を書き出し、活動間の関連性などを可視化し

ています。さらに、可視化された内容を、保育者同士

が語り合い、子どもの興味や関心から保育の繋がりを

意識し、保育の質を深めていくことが定着しつつあり

ます。 

・単年度計画には、修繕計画も含まれ、法人代表と園

長が収支計画の実績、差異等を共有し修繕時期を検討

しています。前回の第三者評価で課題として挙げられ

た、床の修繕は、すでに実施しました。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・事業計画は、法人代表と園長との定期的な情報共有

をもとに、本社を中心に計画が策定されています。そ

の際に、年に 1 回実施される全職員にて取り組む、保

育所自己評価を反映させるなど、事業計画が、職員等

の参画や意見の集約・反映のもとで策定されるよう配

慮されています。 

・事業計画には、保育内容の他、年間行事予定、収支

予算書等が計画されています。実施状況については、

年度末に次年度の課題を抽出しています。事業報告書

には計画された内容についての報告が記載されてい

ます。今後は、計画された内容について、あらかじめ

定められた時期、手順にもとづいて評価し、活用され

ることが期待されます。 

・中・長期計画及び単年度計画で課題として取り上げ

ている中堅職員の育成及び保育の質の向上について

は、日ごろから具体的な保育の内容やかかわり方を通

して、職員会議やクラスミーティングなどで必要に応

じて伝えています。 
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7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

C 

 

 

 

B 

 

・事業計画に記載されている保育内容等については、

保護者代表 4 名、第三者委員 2 名、法人代表、園長、

主任が参加し年 2 回実施される運営委員会にて、非認

知スキル、幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の

姿、主体的で対話的で深い学び等の具体的な保育内容

と照らし合わせ伝えています。また、日ごろから保育

内容について、活動の様子を写真と文字で示したドキ

ュメンテーションを通して伝えています。保護者から

は、活動中の子どもの表情等が実際に見えることで、

園で行った活動について、子どもが話す内容と一致し

やすく、分かりやすいとの意見が上がっています。 

・事業計画書は、玄関カウンターに常備している保護

者閲覧ファイルに綴じられ、いつでも確認することが

できます。事業計画書にはサービス別貸借対照表も掲

載され、園運営における、透明性も図られています。 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・本社での自己評価に関する研修や保育所における自

己評価ガイドラインにもとづき、ＰＤＣＡサイクルに

ついて理解を深め日々の指導計画等に反映させてい

ます。指導計画等の各種記録については、園長と主任

が必要に応じて指導しています。 

・月 1 回実施されるリーダー会議、月案ミーティング、

週 1 回実施されるクラスミーティングに園長と主任

が参加しています。また、行事の際は職員会議で全職

員が共有するとともに、園長・主任が担当者と定期的

な進捗確認を行うなど、PDCA サイクルにもとづく保

育の質の向上に関する取り組みを実施しています。 

・第三者評価は、市の 5 年に 1 度の受審義務より短い

期間となる、3 年に 1 度の期間で受審しています。前

回の第三者評価にて園内研修の実施、保護者への障が

いの理解等が、課題として挙げられました。その後、

課題に対し、年間の園内研修計画を立て、毎月職員会

議の前に 30 分の園内研修を実施することにつなげま
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した。また、園だよりにおける障がいの特徴等につい

ての記載、障がいに関する保護者向けの本を、玄関カ

ウンターの貸出絵本コーナーに紹介文を添えて設置

するなどの取り組みにつなげました。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園の自己評価を年に 1 回実施しています。自己評価

の際は、事前に各クラスで自己評価の内容を 2~3 カ月

かけて振り返ります。振り返りの内容を園長が取りま

とめ、職員会議にて再度検討しています。検討された

評価結果については、「保育所自己評価の結果につい

て」という書面でまとめられ、玄関に常備している保

護者閲覧ファイルに保管しています。 

・書面にまとめられた、「保育所自己評価の結果につ

いて」には、昨年度の課題と、課題に対する取り組み

内容や状況報告が示されるとともに、次年度の課題と

改善点が示されています。改善点には具体的な内容が

記載され、評価結果にもとづく改善の取り組みが計画

的に行われています。一例として、昨年度は園長主導

で園内研修を実施していましたが、今年度は主任主導

で園内研修が実施されています。  

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 園長は、自らの役割と責任を職

員に対して表明し理解を図っている。 

□園長は、自らの保育所の経営・管理に関する

方針と取組を明確にしている。 

□園長は、自らの役割と責任について、保育所

内の広報誌等に掲載し表明している。 

□園長は、自らの役割と責任を含む職務分掌等

について、文書化するとともに、会議や研修に

おいて表明し周知が図られている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・園長、主任、リーダー、中堅、新任、新卒と段階ご

とに求められる能力や、目標・到達点が記載された「段

階別・項目別の到達点」には、園長に求められる能力

として「子どもの最善の利益の確保の実施がされてい

るかどうか保育内容を評価する」という内容が挙げら

れています。園長は日ごろから、具体的な保育事例を

通して、「子どもの最善の利益」の確保が実施されてい

るか評価することで、園長の役割を果たしています。 

・園長の職務内容としては、「園業務や会計業務をつ

かさどり、所属職員全ての監督を行う」「職員の指導、

育成を行い、職員の評価を行う」などが記載され、年
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□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける園長の役割と責任について、不在時の権

限委任等を含め明確化されている。 

 
に 2 回実施される職員面談等を通して周知が図られ

ています。今後は、職務分担表への記載をすることで、

より園長の役割を明確にすることが期待されます。 

・有事（災害、事故等）における園長の役割と責任及

び不在時の権限委任等については、消防計画、危機管

理マニュアル、災害時対応マニュアル等に、有事の際

の役割分担と具体的な内容として詳細に記載されて

います。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□園長は、遵守すべき法令等を十分に理解して

おり、利害関係者（取引事業者、行政関係者等）

との適正な関係を保持している。 

□園長は、法令遵守の観点での経営に関する研

修や勉強会に参加している。 

□園長は、環境への配慮等も含む幅広い分野に

ついて遵守すべき法令等を把握し、取組を行っ

ている。 

□園長は、職員に対して遵守すべき法令等を周

知し、また遵守するための具体的な取組を行っ

ている。 

 

 

A 

 

 

A 

・園長は、本社開催の顧問弁護士によるハラスメント

研修、労務研修、市が主催するマネジメント研修など

を受講するなど、遵守すべき法令等について積極的に

理解することに努めています。 

・取引事業者は必ず本社を通して契約を行い、行政関

係に関しても必要に応じて本社に確認するなど、利害

関係者との適正な関係を保持しています。 

・園長会で全体的な計画を見直した際に、社会的責務

と SDGs に対する法人の取り組みについて、「保育者

の心がけ」の項目に具体的な取り組み内容を記載しま

した。記載内容を踏まえ、職員は、SDGs に関連する

絵本を導入するなどの取り組みにつなげています。 

・入社時の新任研修では、コーポレートポリシー、人

材育成ポリシー等の説明を行っています。園では、マ

ニュアルの説明とともに、人権に関する内容等も記載

された職員ルールブックの読み合わせを行っていま

す。マニュアルは全職員が所持することで、いつでも

閲覧できる体制が整っています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□園長は、保育の質の現状について定期的、継

続的に評価・分析を行っている。 

□園長は、保育の質に関する課題を把握し、改

善のための具体的な取組を明示して指導力を

発揮している。 

□園長は、保育の質の向上について組織内に具

体的な体制を構築し、自らもその活動に積極的

に参画している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、週に 1 回実施されるクラスミーティングに

参加し、具体的な保育事例を通して、「子どもの最善の

利益の視点」「子どもの人権尊重の視点」を踏まえた、

定期的、継続的な評価や分析を行っています。また、

事例を検討する中で、各職員の目標や課題に合わせた

助言を行うことで、職員の意見を反映するための具体

的な取り組みにつなげています。 

・園長は、月に 1 回実施される月案ミーティングに参

加しています。ミーティングでは、活動における子ど

もの姿を書き出し、活動間の関連性などを可視化する

WEB マップと呼ばれる手法を用いて、保育の質に関

する課題を把握し、改善のための具体的な取り組みを
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□園長は、保育の質の向上について、職員の意

見を反映するための具体的な取組を行ってい

る。 

□園長は、保育の質の向上について、職員の教

育・研修の充実を図っている。 

明示して指導力を発揮しています。可視化された内容

から、現在の子どもの興味や関心を把握し、指導計画

につなげています。 

・中堅保育者を各クラスリーダーとして配置し、保育

実践や職員間の連携等について適宜指導し、任せてい

くことで、リーダー層の育成につなげています。その

結果、自身が担当するクラス体制だけでなく、他のク

ラスの体制も考慮した、園全体の職員配置調整を意識

できるようになりました。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□園長は、経営の改善や業務の実効性の向上に

向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を行

っている。 

□園長は、組織の理念や基本方針の実現に向け

て、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□園長は、経営の改善や業務の実効性の向上に

向けて、組織内に同様の意識を形成するための

取組を行っている。 

□園長は、経営の改善や業務の実効性を高める

ために組織内に具体的な体制を構築し、自らも

その活動に積極的に参画している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・園長は法人代表との定期的な情報共有を行い、経営

の改善や業務の実効性の向上に向けて、人事、労務、

財務等を踏まえた分析を行っています。一例として、

園として必要な時間帯の職員の人員配置等について

分析し、採用等の具体的な取り組みにつなげていま

す。 

・職員配置については、職員一人ひとりの能力、経験

年数、職員間の相性や子どもと保育者との相性等を分

析し、人員配置を行っています。その際に、客観的な

視点として、法人代表と相談し、職員の働きやすい環

境整備等の具体的な取り組みにつなげています。 

・配置基準以上に職員を配置することで、担任同士の

有休希望が被らない限りは、希望した日に有休が取得

できる体制を整えています。園長は必要に応じて非常

勤職員のシフトを調整しています。 

・園長は、経営の改善や業務の実効性を高めるために

組織内に具体的な体制を構築しています。行事ごとの

担当者、避難訓練の担当者、各クラスにリーダーを配

置し、定期的に進捗状況等を確認することで、実務の

実効性が高まりました。また、職員会議、リーダー会

議、給食会議、クラスミーティング、月案ミーティン

グ、パート会議など、定期的に実施される各種会議に

参加しています。 
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２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・法人のコーポレートポリシーには、「社会貢献」「コ

ンプライアンス」「環境にやさしい」が掲げられ、人材

育成ポリシーには、「協力とチャレンジの精神」「自ら

考え、行動できる精神」「思いやりの精神」が示される

など、必要な福祉人材に関する方針が確立されていま

す。 

・段階別・項目別の到達点に沿った、具体的な人材育

成計画があります。段階別・項目別到達点には、「求め

られる能力」「段階ごとの目標・到達点」「職務内容」

「必要な研修・連携」が具体的に記載され、職員は新

卒、新任、中堅、リーダー、主任、園長のステージご

とに計画にもとづいた研修を受講することにより、人

材の育成が実施されています。 

・効果的な福祉人材確保として、本社を中心とした紹

介会社の利用や各自治体の就職相談会への参加、ま

た、私立園長会からの情報収集等を行い、採用につな

げています。年度変わりの 4 月採用においては順調な

人材確保を行えていますが、非常勤職員が必要となる

時間帯の効率的な人材の確保を課題としています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・「期待する職員像」は、人材育成ポリシーで定め、段

階別・項目別到達点でステージごとに詳細に示されて

います。ステージは経験年数とともに、新卒、新任、

中堅、リーダー、主任、園長に区分され、「業務を知り・

法令・制度を学ぶ」「後輩の指導」「上長サポート」「園

全体の統括」など具体的な業務内容が示されていま

す。 

・段階別・項目別到達点では、「理念、方針、人材育成」

「専門知識・技術」「子育て支援」等の項目ごとに各ス

テージで求められる職務内容と必要な研修内容が明

確にされています。ステージ表に対応して昇給昇進の

人事基準が定められ職員が自ら将来の姿を描くこと

ができるような総合的な仕組みが整えられています。

ステージが上がる際は、法人代表が職員面談を行い、

更なる期待値について共有しています。 
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うな総合的な仕組みづくりができている。 ・本社主催の研修時のアンケートや年に 2 回実施され

る園長面談を通して、職員の意向・意見の把握に努め

ています。把握された内容に基づき、処遇改善の必要

性等を評価・分析し、具体的な取り組みにつなげてい

ます。一例として、自転車通勤制度の導入、コロナ対

応緊急出勤手当、忌引き休暇の 1 日単位の取得などの

体制を整えました。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

・労務管理については勤怠システムを利用し、園長が

勤務管理、シフト管理、有休取得率や時間外労働時間

数等の管理をしています。勤怠システムに入力された

実績は、半月単位で本社にデータを送信し、情報を共

有しています。 

・配置基準以上に職員を配置することで、本人の希望

日に有休取得できる体制を整えています。園長は、有

休取得日数を把握し、取得率の低い職員には個別に声

をかけています。また、年間の早番、遅番、土曜勤務

等のバランスを踏まえたシフトを作成することで、職

員の心身の健康と安全の確保に努めています。 

・年 2 回の園長面談を行うと共に、日ごろから状況に

応じて個別に声をかけ面談を行っています。また、職

員から希望が上がれば随時面談の機会を設けていま

す。  

・産休・育休が取得しやすい労働環境作りに取り組ん

でいます。男性職員、女性職員ごとの「ラフ・クルー

産休・育休ハンドブック」を作成し、育児休暇に入る

前に、労務担当が職員に説明をしています。また、育

児休暇後の復職にあたっては、コアタイム内での勤務

時間であれば、早番・遅番ができなくても正社員とし

てみなす、育児シフト制度を導入しました。さらに、

短時間労働、延長保育料補助制度を導入し、取得実績

を積んでいます。 

・福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅力を高

める取り組みや働きやすい職場づくりの一環として、

定数配置以上の職員を配置しています。人員体制の充

実を図ることで時間外労働の削減を行っています。ま

た、永年勤続表彰を導入、お泊り保育時の夜間勤務手

当を新たに創設しました。また、1 分単位の残業代の

支払いを可能にする体制が整えられました。 
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・保育について語り合う風土作りを行ってきた中で、

経験が少ない職員からも、意見が出される変化が見ら

れるようになりました。また、園内研修では、クラス

内だけでなく、クラス間での話し合いにおいても盛ん

に意見交換がされています。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・期待する職員像については、人材育成ポリシー、段

階別・項目別到達点、目標管理・分析シートで具体的

な職務内容も踏まえ明確に示されています。 

・全職員が年に 2 回実施する、目標管理・分析シート

には、個々の年間目標を記載するとともに、法人の理

念等の理解、専門知識・技術、子育て・地域支援、対

応など項目ごとに、自己採点と考課者採点が行われ、

数値化できる仕組みになっています。また、半期を振

り返り、自己アピールを記載する欄が設けられていま

す。 

・年 2 回の園長面談を実施しています。その際に、目

標管理・分析シートを使用し、適切に進捗状況の確認

及び目標達成度の確認が行われています。 

・職員一人ひとりの年間目標は、各職員の意向を、園

長面談を通して立てています。その際に、段階別・項

目別到達点で示される、各ステージに応じた求められ

る能力について話し合い、各職員に期待する内容を踏

まえながら設定しています。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・全体的な計画には「保育者の心がけ」の欄があり、

「期待する職員像」を明示しています。「保育者の心が

け」には、「子どもの自我の育ちを大切にし、否定語、

禁止語を使わず、肯定的な伝え方をする」「全ての子ど

もたちに様々な経験と学びの機会を、平等に提供す

る」等が記載されています。 

・段階別・項目別到達点には、新卒、新任、中堅、リ

ーダー、主任、園長のそれぞれのステージに求められ

る能力が記載されています。ステージごとに「子ども

の理解」「計画・実践・評価・改善」「遊び・環境構成」

など 10 項目の具体的な研修内容が記載され、求めら

れる能力に応じた必要な研修が定められています。ま

た、市や民間団体等が主催する地域ごとの研修一覧が

作成され、園長は各職員の目標管理・分析シートの内
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見直しを行っている。 容を踏まえ、計画を作成しています。 

・園では年間の園内研修計画を立てています。園内研

修では、園長や主任、看護師等による職員の研修以外

に、外部講師を招いて、環境改善の研修を全職員で受

講するなどの取り組みを行っています。外部講師を招

く際は、法人代表と必要な研修内容を共有した上で計

画を立て、実施しています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況

等については、入社面接や年に 2 回実施される園長面

談で使用する、目標管理・分析シートなどを通して把

握しています。 

・本社主催の新任研修、リーダー研修、園長研修等が

行われています。「コミュニケーション研修」等では、

研修受講後に各自の目標を掲げ、その後の実践内容を

振り返りシートに記入するという取り組みが行われ

ています。取り組み内容に対して、園長が職員の強み

や期待していることなどを振り返りシートに記入す

ることで、職員のモチベーションアップにつながって

います。 

・キャリアアップ研修等の研修費用については、原則

的に、会社が受講料や交通費等を支給しています。そ

の際に、職員配置やシフト調整をすることで、勤務時

間内に受講できるよう配慮しています。 

・外部研修は、横浜市や中区の研修、日本保育協会、

私立園長会、日本こども育成協議会等の研修情報を園

長が収集し、適任と思われる職員へ薦めています。研

修参加後は、研修報告をし、全職員で共有する機会を

設けています。 

・園内研修は、毎月の職員会議前に 30 分間行ってい

ます。今年度は主任主導で行い、保健・衛生、熱性け

いれん対応等は看護師主導で行いました。他にクラス

の困り事のディスカッションも行っています。困り事

のディスカッションとしたことで、他の職員の意見を

否定せず、立場を超えて意見を出せる雰囲気が効果と

して現れてきました。来年度も職員会議の内容に盛り

込む予定です。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ
  

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る基本姿勢は、保育実習受け入れマニュアルに明文化
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れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

しています。  

・実習担当である主任は、日本保育協会の実習生受け

入れ研修の受講や、系列園の主任が集まる本社アドバ

イザーによる研修を受講しています。 

・各養成校の意向に合わせて実習のプログラムを実施

しています。また、県が発行する「実習生と実習指導

者が共に育ちあう保育実習」をもとに、実習生に対す

る育成姿勢を学び、実習内容等に反映させるよう取り

組んでいます。一例として、実習生をクラスミーティ

ングに参加させるなどの取り組みにつなげています。 

・実習前における、実習生の実習歴や精神面等の情報

のやり取りを含めた学校との連携を大切にしていま

す。また、学校担当者の巡回も積極的に受け入れてい

ます。ドキュメンテーション型の実習日誌を希望され

る養成校には、その意向を受け入れ実施しています。 

・園だよりや掲示にて、実習生の受入れについて保護

者に周知しています。 
 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・法人のホームページにコーポレートポリシー、人材

育成ポリシーをはじめ、ラフ・クルーの保育のコラム

があり、「ほいくえん、そだつ、くらす、たべる、あそ

ぶ」の項目で、子どもへのかかわり方や保育環境につ

いてやレシピの紹介等を掲載しています。園のホーム

ページには、園長挨拶として、「乳児期から幼児期への

成長を紡ぎ、自主性・主体性を育みます」が掲載され、

園の理念や方針などが公開されています。 

・事業報告書には、園の理念や方針をはじめ、保育内

容や年間行事等、また、収支決算書も記載されていま

す。玄関に常備しているため、いつでも保護者が閲覧

可能となっています。 

・第三者評価受審結果は、かながわ福祉サービス第三

者評価推進機構にて公表しています。また、苦情の件

数や内容について、保護者閲覧ファイルにファイリン



24 

 

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

グしています。どのような苦情内容の際に、公表に至

るのかを要綱に位置づけるとともに、苦情が 0 件の場

合でも、件数を公表することを定めています。また、

第三者評価受審後の結果の改善・対応状況や、苦情・

相談の改善・対応等については、年に 2 回、保護者代

表 4 名、第三者委員 2 名、法人代表、園長、主任、園

運営担当が参加し実施される運営委員会を通しても

伝えられ、議事録を作成しています。 

・園長は常に地域とのつながりを大切にし、町内会や

商店街の会合等に参加し、園の概要等について情報発

信をしています。その中で、2 年に一度、町内会と一

緒に夏祭りの共同開催をしています。日ごろのつなが

りの中で、散歩時に職員や子どもが近隣の方々と挨拶

を交わす場面も見られ、地域で子どもを見守るための

連携が図られています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育所における事務、経理、取引等に関するルール

については、施設マニュアルの法人本部組織図で明確

にされ、新任研修にて周知しています。経理は、運営

担当と法人代表の 2 面から確認するなど、2 名体制を

取ることで、内部統制を図っています。 

・市の指導監査による助言等を受け、改善につなげて

います。一例として、苦情が 0 件の際も、件数を公表

することなどの取り組みにつなげています。 

・顧問会計士や弁護士、社労士等、外部の専門家によ

る監査支援等を実施しています。また、日ごろから、

育児休暇制度やハラスメント等の労務関係や、分単位

での時間外労働に対する支払い等について相談して

います。 

・会計については、企業会計の顧問会計士の他に、社

会福祉法人会計による顧問会計士と契約を締結して

おり、提出先が求める書式に応じて決算報告等を実施

しています。 

 

 

 

 

 

 



25 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

・活用できる社会資源や地域の情報を収集し、玄関カ

ウンターに資料を置いています。一例として、病後児

保育情報や自治体の子育て支援パンフレット等があ

ります。 

・町内会及び商店街の組合に加入し、町内や近隣の施

設と協働して、様々な取り組みを行っています。2 年

に一度町内会と夏祭りを共催し、会議には園長だけで

なく、可能な限り職員も参加をしています。また町内

の郵便局と、子どもの製作を通して交流があります。

郵便局の職員からポスト等の製作キットを提供して

もらい製作をしたり、子どもの作品を局内に展示して

もらうなどの交流が行われています。 

・園の 1 階部分にある地域の交流拠点となっているカ

フェは、町内会長が経営しています。日ごろのつなが

りから、町内会の備品を園の行事の際に、拝借するよ

うな関係が培われています。また、ハロウィン行事の

練り歩きの際は、カフェ、郵便局、コンビニエンスス

トアの協力を得て、子どもにお菓子を渡してもらうな

どの交流が行われました。 

・子どもの状況により療育センター・こども家庭支援

機関への促しを行っています。また、パンフレットを

玄関カウンターに設置しています。 

・地域との関わりについては、全体的な計画に「夏祭

り、防災訓練、連合商店街賀詞交歓会」等、具体的な

取り組み内容が記載されています。今後は、有事の時

の助け合いも含め普段から地域の中に溶け込んでい

く重要性を、園長だけでなく職員も意識することがで

きるような関わり方を文書化していくことが期待さ

れます。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

 

 

 

 

・ボランティア受け入れマニュアルがあり、ボランテ

ィアが入る際にはオリエンテーションを行って、守秘

義務、プライバシーの尊重、関わりの注意点等の説明

を行います。また、園だより、掲示にて保護者へ周知

しています。 
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□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

A 

 

A 

・中学生の職業体験として、近隣中学校の学生を毎年

2 名ほど受け入れています。体験の際には、幼児クラ

スに入り、遊びや生活など一緒に過ごす時間を設ける

ことで、保育の楽しさや子どもについて知る機会が持

てるよう配慮しています。体験学習終了後は、学生か

らの感想やお礼の手紙などの内容を踏まえ、次回の受

入れ方法等に反映させています。 

・翻訳のボランティアを利用し、入園児の重要事項説

明書の説明を翻訳してもらうなどの取り組みを実施

しています。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・地域の関係機関・団体について、個々の子ども・保

護者の状況に対応できる社会資源として、公園の特徴

や危険個所を記載した散歩マップ、また災害時避難マ

ップ、近隣病院マップ、地域の社会資源一覧（病院、

学校、役所など）を玄関に掲示しています。 

・市の療育センター、子育て支援関係機関、各区役所

保健師等、個々の子ども・保護者の状況に対応できる

社会資源について、全職員が情報を把握できるよう職

員会議で共有しています。 

・療育センターには年 1 回の巡回を依頼しています。

要保護家庭については、各区役所保健師より 2～3 ヶ

月に 1 度定期的に登園状況等について確認する連絡

会があり、また必要に応じて園に保健師が訪問するこ

ともあります。関係機関との連携の中で、解決に向け

て協働し具体的な取り組みを行っています。園から連

絡することもあります。 

・地域に適当な関係機関・団体がない場合には、区の

保育課に相談し、適当な機関を紹介してもらっていま

す。園では、子どもの発達について心配がある保護者

からの相談に応じ、区の発達相談窓口のパンフレット

を紹介することで、早期に療育センターとつながるこ

とができた事例があります。また、地域子育て支援拠

点を紹介し、保護者同士の交流につながった事例もあ

ります。 

・虐待対応マニュアルがあり、マニュアルに沿って対

応しています。日ごろから区の担当課、保健師との定

期的な情報共有が図られています。また、必要に応じ

て児童相談所との連携を図る体制が整えられていま
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す。児童相談所の一時保護につなげた事例もありま

す。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・地域の福祉ニーズの把握については、保護者代表 4

名、第三者委員 2 名、法人代表、園長、主任が参加し

年 2 回実施される、運営委員会にて、ニーズの把握及

び情報収集に努めています。 

・私立園長会に園長が出席し、区では育児休暇中また

は育児休暇延長中に利用できる、一時保育の受け入れ

枠が少ないなどの実態を把握してます。 

・園見学の案内を通して、地域の福祉ニーズや生活課

題等の把握に努めています。一例として、子育て世帯

同士の交流の場の必要性を感じています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・園では、一時保育のニーズを踏まえ、年間を通して

定期的な一時保育利用の子どもを受け入れ、保護者の

就労の安定を図っています。 

・コロナ禍以前は、区の子育て広場に主任が参加し、

エプロンシアターなどを実施する機会がありました。

また、町内会と共催で実施する夏祭りでは、地域のお

年寄りから、けん玉やベーゴマ、あやとりなどの昔遊

びを教えてもらう機会がありました。現在は、一時保

育の受入れや育児相談、絵本の貸し出し等を実施して

います。今後は、施設設備面の課題を踏まえ、区の地

域子育て支援拠点である「のんびりんこ」と協力し、

場所を借りて行える子育て支援について検討してい

ます。 

・園長は、年に一度行われる町内会の避難訓練に参加

し、地域の防災対策や、被災時における福祉的な支援

を必要とする人びと等の把握に努めています。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 
  

・子どもを尊重した保育の実施については、全体的な

計画に、保育理念にもとづいた保育者の心がけとして
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28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

具体的な実践内容が記載されています。また、月齢ご

とに「子どもの育ちで大切にしたいこと」に対しての

「保育の実施に関して留意すべき事項」が記載され、

園長は日ごろから、各種会議に参加し、具体的に事例

を通して伝えています。 

・基本的人権への配慮については、新任研修の中に組

み込まれ実施されています。また、ラフ・クルー元町

保育園職員ルールブックなどに明示し、職員会議等で

子どもの姿を通して園長が伝えています。さらに、本

社主催で子どもの基本的人権への配慮をテーマとし

た研修も実施されています。  

・異年齢保育を通して、子どもが互いを尊重する心が

育まれています。様々な「人」との関わりを通して、

「人が好き」という思いや感情の豊かさにつながって

います。また、関わりの中で年下の子どもが年上の子

どもの刺激を受けることから興味、関心が生まれ、「や

ってみたい」「やりたい」という子どもの姿につながっ

ていることが感じられます。 

・全体的な計画や NG 用語集に、人権尊重やインクル

ーシブ保育について記載されています。全体的な計画

の人権尊重の項目では、「保育者は保育の営みが子ど

もの人権を守るために、法的・制度的に裏付けられて

いる事を認識し、理解する。（国籍や文化の違い・ジェ

ンダーフリー・インクルーシブ保育）」が記載され、子

どもの人権、文化の違い、互いに尊重する心について、

その方針等が定められています。保護者には、園のし

おり（重要事項説明書）を通して、伝えています。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・子どものプライバシーの保護については、個人情報

保護マニュアル等に記載されています。新任研修にて

個人情報保護マニュアル等について説明し、読み合わ

せを行うことで共通理解を図っています。また、本社

主催研修や外部研修に参加して理解を深めています。 

・オムツ替えは必ずトイレ内で行い、着替えは上を脱

いだら上を着るように順に着替えることなど、マニュ

アルにもとづいて、プライバシーに配慮した取り組み

が行われています。ガラス張りの壁が多いため、着替

え時にはロールスクリーンを下ろし、できる限り部屋

の奥で着替えるなど、外部から見えないよう配慮して
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バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

  
います。 

・看護師によるプライベートゾーンについての指導を

行いました。結果、子どもは内容を把握し、アコーデ

ィオンカーテン等がある場所で着替える、着替えの際

に裸にならないよう意識する姿が見られます。 

・入園時に必ず画像・動画使用の説明を行い、同意書

をいただいています。また、ホームページなどでの写

真掲載時には、必ず保護者に確認し、同意を得ていま

す。  

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性等を紹

介したパンフレットは、簡潔かつ写真等も使用し分か

りやすく構成されており、区役所に設置、また区のイ

ベント時にも配布しています。ホームページでは、園

内の写真等も使用し、施設紹介をしています。 

・園見学は、園長と主任が対応しています。見学の際

は、乳幼児期が土台作りの大切な時期であることや具

体的な保育内容を通して、自己肯定感や非認知能力を

育むことなど、園で大切にしている保育について理解

いただけるよう努めています。 

・見学希望の際は、事前に電話で予約を受け、実施し

ています。その際に、個別に丁寧な説明ができるよう、

時間や人数等を配慮しています。  

・園長が見学者からの質問を受ける中で、ニーズを把

握し、見学の際の提供内容等を変更しています。また、

見学時に子育て相談となることがあり、その方が何に

悩んでいるのか、何を必要としているのか等を職員会

議で共有し、在園児だけではなく、広い視野を持ち、

子育て支援につなげられるよう努めています。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・入園前に個別面談を行い、園のしおり（重要事項説

明書）を説明し保護者は同意書に記入をしています。

外国籍の保護者に対しては翻訳機の使用や通訳ボラ

ンティアを利用し、園のしおりを説明しています。変

更の際は、園の運営委員会の議題に取り上げて説明

し、議事録を掲示するとともに、その都度保護者から

変更内容について同意書を得ています。 

・園のしおりは保育理念・保育方針の他、行事、持ち

物、生活の流れ等が具体的に記載されています。全体

での入園説明会後、個別面談の際にも質疑応答の時間
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□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

を設けています。持ち物は、見本を提示するなど、保

護者等が理解しやすいような工夫や配慮を行ってい

ます。 

・食物アレルギーなど、特に配慮が必要な保護者への

説明については、アレルギー面談を行い、対応等の説

明を行っています。配慮が必要な子どもを持つ保護者

には、家庭での過ごし方等の様子を伺うとともに、嘱

託医と連携して、適切な関わりができるよう配慮して

います。また、行事等にどのように参加するのが良い

か等について、面談を通して保護者の意見や思いを聞

き、具体的な対応につなげています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

A 

 

 

A 

・保護者の同意を得た家庭であれば、変更先の施設と

連携をとり、電話や必要に応じて文書のやり取りをし

ています。転園前の所属園と連絡を取り、対応等につ

いて聞き取りをした事例があります。 

・保育所の利用が終了した後の相談窓口は、園長を基

本とし、必要に応じて、主任や卒園児の担任を務めた

保育士が担当しています。 

・保育所の利用が終了した時に、子どもや保護者等に

対し、いつでも来園できることを必ず伝えています。

また、法人は開園以来、退園後の保護者アンケートを

実施し分析しています。アンケートでは、保育内容や

行事などについて質問するとともに、自由記述欄を設

けています。アンケートは本社への送付となってお

り、保護者は引き続き、退園後の相談窓口として利用

することが可能です。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・日ごろから、各種会議等で子どもの姿を中心に保育

内容を話し合い、「保育者のねがいと子どもの興味と

の違い」「子どもの最善の利益の視点から考える」など

の多角的な視点を持って、子どもの満足を把握するよ

うに努めています。また、送迎時の保護者とのコミュ

ニケーションを通して、家庭での子どもの様子を聞き

取り、把握しています。 

・利用者満足を把握する機会として、年に 2 回の運営

委員会、年に 1 回の保護者会、クラス懇談会を実施し

ています。また、乳児クラスは保育参観時に懇談会を

設けています。個人面談は年に 2 回実施しています

が、希望があれば随時行っています。また、意見箱の
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護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

設置、夏祭り、運動会、生活発表会、遠足などの行事

の後にアンケートを実施するなど、保護者の満足に関

する意向の把握に努めています。 

・保護者会には、園長、主任、担任、看護師が参加し

ています。また、クラス懇談会には、保護者の意見を

把握するため、必要に応じて園長、主任が参加してい

ます。年に 2 回実施される運営委員会には、保護者代

表・第三者委員・法人代表・園長・主任・園運営担当

が参加しています。 

・行事アンケートについては行事の係がまとめ、職員

会議にて全員で検討しています。意見箱、保護者会で

の意見は園長がまとめ、職員会議にて検討していま

す。具体的な取り組みの一例として、運動会の際に、

全競技の子どもの配置を事前に書面にて伝える取り

組みを行いました。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・苦情解決の体制については、保育内容に関する相談・

苦情窓口として、受付担当を主任及び各担任とし、解

決責任者を園長及び法人代表としています。また、2

名の第三者委員を設置し、所属先と連絡先を知らせて

います。これらの内容は、入園のしおり（重要事項説

明書）に記載があるとともに、玄関にも掲示していま

す。 

・意見箱を設置し、保護者等が苦情を申し出しやすい

工夫を行っています。また、運営委員会前には、保護

者への声かけや玄関掲示を通じて、意見収集の呼びか

けをおこなっています。 

・苦情や要望については、苦情や要望を申し出た保護

者等に配慮したうえで、内容に応じて公表していま

す。個人に報告後、園全体に関わる内容であれば園だ

よりにて公表を、クラス単位であれば該当クラスの保

護者に手紙を配布しています。一例として、虫刺され

についての意見が多く寄せられたため、園で使用して

いるスプレーの成分や使用方法などについて、保護者

向けの手紙を配布しました。内容に応じて、対応記録

や過程を苦情記録簿に記載し、保護者閲覧ファイルに

綴じています。 

・日々の保育の中でいただいた意見等に関しては、内

容に応じて園長を含めた臨時会議を開き検討し、早急
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な対応と報告につなげています。また、リーダー会議

や職員会議にて全職員で共有しています。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

A 

 

 

A 

 

・入園時に、全家庭に配布している園のしおり（重要

事項説明書）には、相談の受付担当については、主任

及び各担任、また必要に応じて園長や法人代表、第三

者委員など複数の相手を自由に選べることが記載さ

れ、説明しています。また、玄関に掲示し、いつでも

閲覧できるよう整えています。 

・相談をしやすいスペースの確保として、医務室や園

と同じ建物内にある職員休憩室を利用し、面談を実施

しています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・職員は、保護者が相談しやすく意見を述べやすいよ

うに、送迎時のコミュニケーションや連絡帳等を通し

て、日ごろの子どもの様子を伝えています。また、子

どもの活動の様子を写真と文書で示したドキュメン

テーションを通して、子どもの姿を理解しやすいよう

努めています。ドキュメンテーションは、ファイルで

綴じられ、過去の記録もいつでも閲覧できるようにな

っています。 

・コロナ禍においては、ドキュメンテーションを意図

的に多く発信していましたが、保護者からは「子ども

の様子がよく分からない」という意見がありました。

現在は、コロナ対策の基準も変更され、保護者が室内

に入り、直接、子どもの様子を見ることができるため、

日ごろの子どもの様子を共有しやすくなっています。 

・4 年ぶりの例年通りの夏祭りを開催した際、例年を

知らない保護者より当日の子どもの服装や会場の場

所の案内不足等の意見がありました。意見を踏まえ、

その後の運動会開催時には、園だより等を通して、丁

寧な情報発信を行いました。 

・法人にて対応マニュアル等の見直しを行っていま

す。また、法人園長会を通して意見を抽出し、マニュ

アルの見直しに反映させています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

 

 

 

 

・リスクマネジメントマニュアルにて責任者を明確に

しています。事故発生マニュアルでは、事故発生時の

対応と安全確保についての責任、手順等を明確にし、

職員に周知しています。各種マニュアルは、全職員が 
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供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

B 

 

 

A 

 

所持しています。 

・ヒヤリハット記録簿をもとに、3 ヶ月に 1 回の検討

会を実施しています。内容によっては、クラスミーテ

ィングや職員会議にて話し合いを行っています。検討

会を積み重ねてきた中で、病院受診につながる事例が

減少してきたことが挙げられます。軽傷の事故に関し

ては、軽傷記録簿に記入し、職員更衣室に常設するこ

とで、いつでも確認できる体制が整えられています。 

・職員は、外部のリスクマネジメント研修に参加して

います。また、園内研修では、クラスごとに危険箇所

を出し合い、全職員で共有し、検討しています。 

・事故が起きた際は、クラス内で再発防止策・改善点

等を話し合い、園としての反省を園長が記入し、全職

員で共有しています。 

・安全計画を作成し、年間を通して取り組んでいます。

計画には、園児への安全指導、保護者への説明・共有、

マニュアルの共有・見直し、防災訓練・園内研修、安

全点検、事故・ヒヤリハットの検証、行政による研修

や時事問題、突発事故検証事項の項目が設けられ、月

ごとの具体的な取り組み内容が記載されています。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・感染症対策については、看護師を中心に管理体制が

整えられています。感染症の予防と発生時等の対応マ

ニュアルとして安全衛生マニュアルを整備し、入社時

に説明するとともに、全職員がマニュアルを所持する

ことで、周知徹底につなげています。 

・嘔吐処理については、年に 1 回、感染症が流行する

前に、看護師が実演・講習を行うことで、感染症の予

防策が適切に講じられています。各トイレに嘔吐処理

セットを設置しています。また、園児、職員共に戸外

から園内に入った際の、手洗いの徹底、玩具の消毒や

消毒液を使用した園内清掃等を行っています。感染症

の可能性がある際は、医務室で過ごします。 

・対応マニュアル等は、看護師と園長で見直しを行っ

ています。変更があれば職員会議で伝えています。 

・保健だより、園内掲示にて感染症予防について随時

発信しています。また、市のニュースレターによる感

染症に関する情報を随時掲示しています。コロナ感染

後の登園の目安、インフルエンザの流行時期、近隣園
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の麻疹の疑いの情報等も掲示しています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・災害・事故対応マニュアル、消防計画等により災害

時の対応体制が決められています。また、BCP（事業

継続計画）を作成しています。計画には、「保育サービ

スの事業継続を目指して活動を実施する」「生活を再

建する」などの項目ごとに、行動手順や役割分担が記

載されています。また、災害後の心のケアについても

記載されています。 

・耐震措置・消火設備については管理会社と共有しな

がら、棚の下に耐震マットを敷いたり、吊り棚のドア

にストッパーを設置したりするなど必要な対策を講

じています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法について

は、安心伝言板というインターネットサービスを利用

しています。園のしおりには、安心伝言板サービスの

案内として詳細な説明が記載されています。安心伝言

板は、保護者、職員共に全員が登録し、年に数回、避

難訓練時に配信することで周知、確認をしています。 

・食料・備品は３日分備蓄され、園内と同じ建物内の

3 階にある職員休憩室で保管されています。食料は消

費期限等も含め栄養士が管理しています。備品につい

ては、防災管理者である園長を中心に管理していま

す。 

・毎月避難訓練を実施し、年 1 回は消防署立ち合い訓

練を実施しています。訓練内容は、火災・地震・洪水・

津波・不審者等を想定して行われています。洪水・津

波を想定した訓練では、地震からの津波警報を踏ま

え、全園児・職員が非常階段より屋上に垂直避難しま

す。不審者訓練では、ベランダに侵入したことを想定

し、園児は各トイレに避難し、職員は避難後通報をし

ます。訓練後、幼児クラスの子どもには不審者への対

応について話をします。 
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２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・標準的な実施方法については、オムツ替えマニュア

ル、プール遊び・水遊びに関するマニュアル等、活動

別に実施方法が適切に文書化されています。また、職

員のルールブックや NG 用語集に、子どもの尊重、プ

ライバシーの保護や権利擁護について記載されてい

ます。各マニュアルは全職員が所持するとともに、プ

ール遊び・水遊びが始まる前に全職員でマニュアルを

確認するなど、職員に周知徹底するための方策が講じ

られています。さらに、本社主催の新任研修や、入社

時の園長とのオリエンテーションを通してマニュア

ル等の標準的な実施方法について説明をしています。 

・標準的な実施方法にもとづいて実施されているかど

うかについては、クラスミーティング、職員会議にて

園長を含め、「子どもの最善の利益」「子どもの人権の

尊重」等の視点を捉え、保育内容を語り合い、振り返

りを行っています。年度を重ねるごとに、子どもの最

善の利益の視点から話し合う風土が醸成されていま

す。振り返られた内容は、個別の月間指導計画に反映

させ、一人ひとりの子どもの姿に応じてねらいを立て

実践につなげています。  

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・標準的な実施方法等については、年に 1 回実施され

る系列園の園長のヒアリングを通して検証、見直しを

実施しています。また、早番・遅番マニュアル、アレ

ルギー対応マニュアルは園独自で作成し、随時必要に

応じて検証し、見直しています。また、勤務時や保育

中の配慮事項、標準的な実施方法等について記載され

ている、職員ルールブックは園独自で作成し、必要に

応じ見直しを行っています。 

・週 1 回実施されるクラスミーティングでは、見直さ

れた内容を踏まえ、週案・月案を作成するなど、指導

計画に反映する取り組みが行われています。 

・園長、主任はクラスミーティングや職員会議で出さ

れた職員の意見や、日ごろのコミュニケーションや連

絡帳等から得られた保護者の要望などを把握した上
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で、全体で検証するか、園長・主任で検証、見直しを

実施するかについて判断し対応しています。 

（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・指導計画の策定は、各クラス担当者が行い、園長、

主任が確認し、園長を最終責任者としています。 

・入園前に事前に家庭状況等を記載する必要書類を送

付し、提出書類にもとづいて新入園児面談を行ってい

ます。必要に応じて、看護師・栄養士も面談に参加し

ます。また、要支援家庭においては面談時に区の保健

師が同席することもあります。面談で得られた情報に

ついては、3 月の職員会議にて全職員と情報共有を行

っています。  

・全体的な計画にもとづき各種指導計画が立てられて

います。指導計画を立てる際は、WEB マップと呼ば

れる手法を用いて実施されています。WEB マップを

用いて、活動における子どもの姿を書き出し、活動間

の関連性などを可視化し、適切なアセスメントにつな

げています。また、4 期に分かれた発達の記録を通し

て、生活面、遊び面を 5 領域（健康・人間関係・環境・

言葉・表現）から見直しアセスメントにつなげていま

す。計画の際は、日ごろの保護者とのコミュニケーシ

ョンの中で得られた、保護者の意向を反映させていま

す。 

・1 週間に 1 回のクラスミーティングに、園長、主任

が参加することで、「子どもの最善の利益」「保育者の

願いと子どもの興味・関心」などの視点にもとづいた、

子ども中心の保育の振り返りを徹底しています。 

・支援困難ケースへの対応については、クラスミーテ

ィングだけでなく、職員会議等でも支援の仕方等を検

討する時間を設けることがあります。一例として、仕

事を優先しがちな家庭に対し、園として検討を行い具

体的なアプローチにつなげました。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

 

 

 

 

 

 

・全体的な計画は、年度末に法人園長会にて見直しを

実施しています。また、年間計画は 4 期ごとに振り返

っています。年に 1 回、保育所自己評価を実施し、結

果内容は年度末に保護者に公表しています。公表内容

は、閲覧ファイルに綴じられ、保護者は随時確認する

ことができます。 

・各種計画にもとづいた活動を実施した際に、子ども



37 

 

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

A A 
の姿が保育者の予想通りの姿なのか、または予想を反

した姿が見られたかどうかなど、保育を楽しむ視点を

踏まえ、振り返りが行われ、指導計画に反映させてい

ます。 

・WEB マップを用いて、子どもの姿について可視化

し語り合っていくことで、以前に比べ子どものわずか

な仕草や姿などに気づくなど、子どもの興味・関心を

読み取る力が深まっています。気づきをもとに、保育

の連続性や深まりなどにつなげる意識につながって

います。振り返りの際は、保育士主導、各年齢で求め

られる姿から子どもを観るのではなく、一人ひとりの

興味・関心から出発する視点を大切にしています。 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況等は、個別指導計画、

保育日誌、健康記録、連絡帳、児童票、発達チェック

表、個人面談記録等定められた書式によって記録さ

れ、保管されています。個別の指導計画等にもとづく

保育が実施されていることを記録により確認するこ

とができます。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

よう、主任が確認し指導を行います。必要に応じて園

長が指導に当たり、「保育士主導になっていないか」

「子どもの人権の視点が入っているかどうか」を視点

とし指導しています。また、電子媒体を使用して作成

される、連絡帳や個別日誌については、最終承認を園

長が行うため、内容に応じて差し戻しをすることがあ

ります。差し戻しの際は、主任と共有することで、差

異が生じないよう配慮しています。 

・情報の分別は園長が行い、主任と共有し、主任また

は園長からクラスミーティングや職員会議、または個

別に伝達しています。   

・情報共有を目的として、週 1 回のクラスミーティン

グ、月 2 回の給食会議、月 1 回のリーダー会議、月 1

回の職員会議が行われています。  

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

 

 

 

 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

する個人情報の取り扱いについては、個人情報保護方

針等のマニュアル、就業規則により定められていま

す。また、全体的な計画にも記載されています。全体

的な計画には、情報保護の項目が設けられ「保育にあ
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□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

B A 
たり知り得た子どもや保護者に関する情報は、正当な

理由なく漏らしてはならない」と記載されています。

各職員はマニュアルを所持しているため、必要に応じ

て確認できると共に、クラスミーティングや職員会議

等では関連した具体的事項を踏まえ、理解し遵守して

います。 

・記録管理の責任者は園長と定めています。記録の管

理については、入社時の園長オリエンテーションを通

して教育しています。 

・個人情報の記載がある書類等は施錠される書庫で管

理しています。書類を使用する際は、園長に報告した

上で、各クラスミーティング等で使用しています。 

・園で使用するパソコンは、園長と職員は別のパソコ

ンを使用し、各パソコンにパスワードが設定されてい

ます。 

・個人情報の取り扱いについては、園のしおり（重要

事項説明書）に記載され、入園時に説明し、個人情報

取り扱いに関する同意書で同意を得ています。また、

園内にも掲示をしています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

・全体的な計画は、法人内で保育経験年数が長い園長

が主となり数回にわたる会議を重ね、骨子案を作成

し、法人で勤務経験もある保育アドバイザーが確認し

作成されています。園長も作成過程に参加し、計画の

作成に携わっています。社会的責任と SDGs の理念を

反映させ、「保育者の心がけ」という項目を新たに追加

しました。その際に、各種研修や保育雑誌を参考にす

る等、最新の情報を踏まえ作成しています。 

・全体的な計画に示された、「保育者の心がけ」につい

て職員に周知するとともに、必要に応じて内容につい

て検討しています。「保育者の心がけ」には、「子ども

の目線にたち、個々の持っている力を信じ、自己決定

を受け止め見守ることで、やり遂げる喜びや自信につ

なげる」等、現場の保育者が理解しやすい内容に落と

し込み記載されています。 

・全体的な計画には、地域とのかかわりの項目が設け

られ、「夏祭り・防災訓練・連合商店街賀詞交歓会」が

記載されています。今後は、地域とのさまざまな連携

を持つ、園の特色を生かし、計画にも具体的なかかわ

りの方向性を示すことが期待されます。 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・室内の温度、湿度については温湿度計にて管理する

とともに、適宜換気し、採光を取り入れるよう配慮し

ています。また、天井からつるすモビール等の取り付

ける数等にも配慮し、子どもに圧迫感を与えない空間

づくりにも配慮しています。 

・全クラスともに、家具や遊具の素材、配置等の工夫

を行い、子どもが見通しを持って生活し、遊び込める

環境づくりに配慮しています。生活面では、トイレ、

手洗い、食事の流れの中で、遊びのコーナーに立ち寄

ることがない動線をつくることで、子ども自身が自ら
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る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

  
取り組みやすいよう配慮しています。遊びの面では、

全クラスにおいて、子どもの興味・関心に合わせたコ

ーナー保育を実施しています。また、興味・関心が多

方面にわたる時期である、1．2 歳児クラスでは、コー

ナーの内容を随時変更しています。一例として、電車

を走らせる遊びでは、床で走らせる時と高さのある場

所を走らせる時は、目線を変えて楽しむ姿が見られた

ため、棚の上に線路のマスキングテープを貼りまし

た。 

・一人ひとりの子どもがくつろげるようなスペース

は、保育室の広さから常設は難しいですが、絵本コー

ナーにマットを敷く、運動スペースのクッションを利

用する、子ども一人が入ることができる卵型に切ら

れた段ボールのスペースを作るなどの取り組みが

行われています。 

・全クラスともに、食べるスペースと寝るスペース

を分けることで、一人ひとりの生活リズムに沿って

生活できるよう配慮しています。 

・0 歳児では、一斉に食事を始めることはせず、時

間差を付けることで、個々の生活リズムを保障し、

心地よい生活空間を確保しています。3 歳児以上

は、子ども自身で配膳後、待つことなく食べ始める

取り組みが行われています。 

・手洗い場、トイレには手順などを絵カードにして貼

り出すことで、子ども自身が取り組みやすいよう配慮

されています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・子どもや保育について多角的な視点で話し合う、語

り合いの風土が醸成されています。以前は意識して全

員が意見を言えるよう取り組む面もありましたが、語

り合いを積み重ねたことで、現在は、年齢・経験値に

関わらず誰もが当たり前に意見や思いを言えるよう

になってきています。この風土を通して、子どもの発

達と発達過程、家庭環境等から生じる一人ひとりの子

どもの個人差を十分に把握し、尊重につなげていま

す。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現でき、自分を

表現する力を育むために、見守る保育を実施していま

す。見守る中で、子ども自身が試行錯誤や自分で行う
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□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

経験をし、そのプロセスを大切にすることで、自主性

や主体性につなげています。 

・保育中に気になる言葉がけ等があれば、お互いに伝

え合うとともに、必要に応じて園長、主任が伝えてい

ます。また、語り合いの風土のひとつとして、否定語

を別の言い方にすることなどについて、ミーティング

等でグループディスカッションが行われています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要

な基本的な生活習慣を身につけられるよう、月案ミー

ティングや WEB マップと呼ばれる手法を用いて活動

における子どもの姿を書き出し、活動間の関連性など

を可視化し、援助のポイント等を共有しています。ま

た、必要に応じて保護者と発達に合わせてかかわりの

見通しを共有し、家庭と連携して生活習慣を身につけ

られるよう配慮しています。WEB マップは保育室内

に掲示し、いつでも確認できるようにしています。 

・子どもが自ら取り組む姿を見守ることで、子どもが

自分でやろうとする気持ちを尊重した援助を行って

います。保育者がゆったりと関わることができるよ

う、職員を多めに配置しています。 

・基本的な生活習慣を身につけることの大切さについ

て、子どもが理解できるよう様々な取り組みが行われ

ています。一例として、看護師による熱中症について

の話、鼻のかみ方、うがいの仕方、咳エチケット、歯

や目の働きについて、生活リズムの話や絵本等を通し

た働きかけを行っています。また、プライベートゾー

ンについての話では、保護者からも好評の意見が寄せ

られました。これらの活動内容は、写真と文書で活動

の様子を示す、ドキュメンテーションで伝えていま

す。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・子どもの興味・関心に合わせて保育が展開されてい

ます。一例として、幼児クラスが蟻の巣に興味を示し

た際に、蟻が多くいるのではないかという予測にもと

づいて、子どもがリクエストした公園に通い、図鑑等

で調べ、興味を深めました。さらに、蟻の巣観察キッ

トを使用し、捕まえてきた蟻で巣ができる過程を観察

しました。また、インターネットで調べた情報を冊子

にするなどの取り組みが行われました。常設している
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きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

製作コーナーでは、子どもの興味・関心や遊びが深ま

り始めている時には、必要に応じて追加の素材等を準

備するなどの取り組みが行われています。段ボールや

ガムテープ、アルミホイルやペーパーの芯、新聞紙等

を用意するほか、子どもが SDGs に興味を持ったこと

から、使用した折り紙の余り部分を取っておくことの

できるコーナーを設置しました。 

・3,4,5 歳児の異年齢保育を実施し、実践を重ねるご

とに職員の年齢ごとのかかわりではなく、縦割りでの

かかわりの良さを意識した保育が展開されています。

その結果、年下の子どもが年上の子どもの行っている

ことに憧れや刺激を受け、自分もやってみようとする

チャレンジ精神や意欲につながり、人間関係の育みが

感じられます。 

・様々な場面で、地域の人たちに接する機会が設けら

れています。2 年に一度の町内会と共同の夏祭りの開

催や、子ども神輿を借りて園の子どもが担ぐなどの機

会が設けられています。また、ハロウィンでは、園の

1 階にあるカフェ、近隣の郵便局、コンビニエンスス

トアに協力いただき、子どもがお菓子をもらうなどの

交流も行われました。 

・日ごろから、友だちと協同した活動ができるよう援

助しています。一例として、行事においては、保育者

が主導で決めるのではなく、子どもに何をしたいか聞

き、本番当日まで、子ども同士が話し合い、練習を重

ね作り上げていきます。保育者はサポート役となりま

す。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・長時間過ごすことに適した生活と遊び及び環境への

工夫がされています。0 歳児の部屋は独立し、静かな

室内環境となっています。また、室内にはウレタン製

のマットや畳が常設され、疲れた際は寝転がったり、

ゆったりと保育者と絵本を見たりするなど、個々の生

活リズムや体調に合わせて過ごせる環境が整ってい

ます。また仕切りには表情を見ることが出来る鏡があ

るなど、探索活動ができる環境も設定されていまし

た。 

・保育者との愛着関係が持てるよう緩やかな担当制を

取り入れています。担当制を取り入れることで、個々
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活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

の子どもの深い理解にもとづいた関わりをもち、安心

して生活できるよう配慮しています。 

・子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを実践し

ています。一例として、保育者はそろそろお腹が空く

と見通しを持っていても、子ども自身が空腹を主張す

るまで待ちます。主張した時に応えていくことで、子

ども自らの感情の表出を促し、応答的に関わることに

つながっています。 

・興味と関心が持てるよう、さまざまな手作り玩具が

用意されています。小さなペットボトルを使用した楽

器、ミルク缶の中にペットボトルのふたを２つつなげ

たものを入れる玩具、エアーキャップを筒状に丸めテ

ープで止めた棒、段ボールにいくつかの穴を開け、ボ

ールを入れると上から転がるような玩具などがあり

ます。また、写真がラミネートされた手作りの絵本も

あります。 

・発達過程に応じた、必要な保育が行われています。

園庭でレジャーシートを敷いて外気浴を行ったり、室

内環境に、傾斜や段差のついたクッションマットを設

置することで、子どもがハイハイやつかまり立ち、登

ったり寝転がったりするなど発達に応じた変化のあ

る運動遊びが楽しめるよう配慮しています。つかまり

立ち、伝い歩きが出てきた時に、つかまりやすい高さ

の玩具を用意したり、マルチパーツや運動マットの変

更をしています。また、立つ意欲に応じて散歩車の使

用やおむつ替えを立って行っています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・一人ひとりの子どもの状況に応じ、自発的にやろう

とする気持ちを大切にするため、規定数より職員配置

を多くし、保育者が心に余裕を持ち、子どもの気持ち

に十分応え寄り添えるよう環境を整えています。1 歳

児は、生活の流れを一定にすることで、子ども自身が

見通しを持ち取り組めるよう配慮しています。2 歳児

は、1 歳児に比べ、見守る時間を多く持つことで、子

どもの「やりたい」という気持ちを叶えられるよう配

慮しています。 

・探索活動が十分に行えるような環境を整備していま

す。室内には、ラミネートされた電車や乗り物の写真

が壁に貼られ、子どもたちは自由に貼ったり剥がした
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適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

りできるとともに、本棚の横に貼ることで、絵本と照

らし合わせて、子どものイメージが膨らむよう環境が

整えられていました。戸外では、季節による自然物の

変化に気付いたり、実際に触れたりすることで探求心

を育む実践が展開されています。 

・机上で遊べるコーナーと玩具を広げて遊べるコーナ

ーを区切ることで、一人ひとりが好きな遊びを集中し

て行えるよう環境を設定しています。机上遊びでは、

木製のクマやゾウなどのパズルや、円柱差し等が用意

されています。玩具を広げて遊べるコーナーでは、電

車や、ままごとの玩具、人形やベッド等が用意され、

子どもの興味・関心に合わせてその都度入れ替えを行

い、少し難しい物にも挑戦できるよう設定することも

あります。また、くつろげるスペースにマットを使用

して寝転がってみたり、子ども一人が入れる卵型に切

られた段ボールのスペースを作ったりすることで、パ

ーソナルスペースの確保にもなっています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・3 歳児の保育では、集団の中で安定しながら、遊び

を中心とした興味関心のある活動に取り組めるよう、

好奇心旺盛な発達過程を踏まえ、子どもの好奇心を活

動の中に取り入れることに配慮しています。一例とし

て、ドングリや虫等の動植物に興味を示した際は、自

然物を集められるよう、袋や廃材を利用して作った散

歩バック、持ち運べる図鑑を用意するなどの実践に取

り組んでいます。また、園に持ち帰り、友だちや保育

者と観察をし、さまざまな発見に共感しながら楽しめ

るようにしています。 

・4 歳児の保育では、集団の中で自分の力を発揮しな

がら、友だちとともに楽しみ、遊びや活動に取り組め

るよう配慮しています。運動会や生活発表会等の行事

を通して話し合いの場を設けることで、友だちと活動

を進める楽しさを味わえるよう、保育者が適切に関わ

っています。また、日ごろの保育では、氷おにや椅子

取りゲームなどルールのある遊びを通して、集団で遊

ぶ楽しさを共有することができるよう配慮していま

す。室内に常設された製作コーナーにおける廃材を利

用した製作では、製作過程を通して友だちとイメージ

の共有をしつつも、一人ひとりの個性を発揮する場に
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なっています。 

・5 歳児の保育では、集団の中で一人ひとりの子ども

の個性が活かされ、友だちと協力して一つのことをや

り遂げるといった遊びや活動に取り組めるような環

境を整えています。一例として、運動会に向けてはク

ラスで話し合い、やりたい種目を決定し、種目ごとに

リーダーを決めて一人ひとりが力を発揮できるよう

取り組みました。お泊り保育では、子どもたちの中で

イメージが共有されている「かっぱおやじ」から手紙

が届き、内容に書かれているミッションを友だちと協

力してやり遂げるなどの取り組みも行われました。ま

た、日常の生活の中でも子ども同士がルールについて

話し合いを重ねて、自分の意見を伝えることや相手の

気持ちを受け止める経験を大切にしています。 

・近隣の郵便局に、子どものぬり絵作品を展示する取

り組みが行われるなど、子どもの育ちや取り組んでき

た協同的な活動等について、保護者や地域・就学先の

小学校等に伝える工夫や配慮がされています。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・全体的な計画には、インクルーシブ保育についての

項目があり、「多様性（国籍や文化の違い、ジェンダー

フリー、障がい）を知り、個々の人権が守られる人と

のつながりを大切にする」と記載があります。計画に

もとづいて、個別支援計画を作成しています。その際

は、保護者の意見や療育センター等の専門家の意見も

踏まえ、所属クラスでの育ちで完結するのではなく、

他の年齢のクラスの子どもの育ちを把握することで、

年齢ごとの子どもの成長過程を把握し、見通しを持っ

たかかわりができるよう計画を作成しています。 

・園内では、朝の支度など、絵カードを使用して伝え

ることや、時計に矢印を付け時間の目安が可視化でき

るようにすることなど、計画にもとづき、子どもの状

況と成長に応じた保育を行っています。 

・子ども同士の関わりに配慮し、共に成長できるよう

保育者は多様性を認め、個々の主体性を尊重した保育

を実践しています。また、保育の中に障がいに関する

絵本を取り入れ、子どもが理解しやすいよう配慮して

います。 

・嘱託医による内科健診時には、日ごろの子どもの様
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っている。 子を詳しく伝え、子どもへの関わりや保護者への支援

等について助言を得ています。また、必要に応じて嘱

託医が直接保護者に助言する機会を設けています。 

・保護者に、障がいのある子どもの保育に関する適切

な情報を伝えるための取り組みが行われています。園

便りで障がいの特性等について年間を通して発信し

ています。また、職員会議等で書籍等を選考し、保護

者向けの貸し出し本を玄関カウンターに設置してい

ます。 

10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・全体的な計画には、長時間保育の項目が設けられて

います。 

・家庭的でゆったりと過ごすことができるよう、また、 

子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせるよう、保

育者間で連携し、一斉保育にならないよう個々の興味

や関心を考慮した保育が行われています。異年齢で過

ごす際も、通常の保育と同様に、子ども自身が遊びを

自分で選んで遊べる環境を整えています。 

・保育者間の引き継ぎは、登降園の時間が記入できる

一覧表を使用し、適切に行われています。一覧表の一

部に引継ぎ内容が記入できる様式となっています。職

員同士の申し送りや事務連絡は、職員更衣室にノート

が設置され、周知が図られています。 

・担任と保護者との連携が十分にとれるよう、シフト

作成の際に、担任を早めの出勤時間と遅めの出勤時間

の両方に分けてシフトを組むなど、保護者が送迎の際

のいずれかで、担任と話す時間が持てるよう出勤時間

を工夫しています。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・全体的な計画には、「小学校教員との交流を図り連

携する中で、お互いのカリキュラムや子どもの育ちを

知り、実践的な情報交換を推進していく」「幼児と小学

校児童との交流により、お互いの自尊心を高め、就学

への期待が持てるようにする」と記載され、それにも

とづいた保育が行われています。一例として、小学 1

年生が主催で開く、「あきとあそぼう」会に年長児が参

加しています。秋遊びでは、1 年生がドングリを使っ

た玩具やゲーム、木の実や木の葉を使ってできる遊び

を紹介してくれます。また、小学校体験の中で、校内

の見学だけでなくランドセルを背負うなどの体験も
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修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□園長の責任のもとに関係する職員が参画し、

保育所児童保育要録を作成している。 

行っています。 

・近隣の５園が公園に集まり、駅伝大会を実施しまし

た。駅伝後は、就学先の小学校ごとに子どもが集まり

ジャンケン列車等の遊びを楽しむ時間があります。そ

こに、就学先の校長先生も参加することで、子どもが

小学校への見通しを持つ機会にもなっています。 

・保護者が、小学校以降の子どもの生活について見通

しを持てる機会として、保護者会等で発達の見通しを

示した資料をもとに情報を共有しています。手先の操

作や全身運動の育ち、言語認識や社会性、また非認知

能力の大切さなど、就学後に必要とされる育ちを共有

しています。また、立ったまま靴の脱ぎ履きをするこ

とや大便の始末を自分でできること、困った時には先

生に伝えることが必要になることも共有しています。

また、毎月小学校が発行する便りをもらい、必要に応

じて小学校の生活の様子を伝えています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・子どもの健康管理に関するマニュアルとして、応急

処置マニュアル、熱性痙攣等の対応、嘔吐処理マニュ

アル等があります。また、看護日誌があり、看護師が

各クラスへ巡回し、視診後、子どもの様子を記入し、

各担任と共有することで、一人ひとりの子どもの心身

の健康状態を把握しています。嘔吐処理マニュアル等

については、嘔吐が流行る前に園内研修で再度周知や

見直しを行っています。 

・子どもの保健に関する計画として、看護師が保健年

間計画を作成しています。計画には毎月の目標、行事、

気をつけたい病気・症状、留意点の項目ごとに、具体

的な取り組み内容等が記載されています。作成の際

は、各クラスの担任と話し合う場を設け、年齢に応じ

た発達に合わせるだけでなく、子どもの興味や関心を

反映させた計画を作成しています。 

・保護者に対し、園の子どもの健康に関する方針や取

り組みについて、ほけんだよりを通して伝えていま

す。ほけんだよりでは、皮膚のトラブルや熱中症、け

がの予防等について紹介するなど、時季に応じた内容

を掲載しています。また、室内に靴の選び方等につい

ての掲示や、玄関カウンターに市からの感染症等に 

関するお知らせを掲示しています。感染症が発生した
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際は、発症したクラス名と人数、潜伏期間、対処法等

を併せて掲示しています。 

・年度末に、各家庭へ予防接種や定期健診等の実施状

況を確認するアンケートを実施しています。確認した

内容は、園の健康記録に記載しています。 

・乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する知識について

は、SIDS マニュアル及びブレスチェックマニュアル

を用いて職員に周知しています。睡眠時はブレスチェ

ック表を用いて 5 分ごとにチェックし、確認者の名前

を記載しています。 

・乳幼児突然死症候群（SIDS）については、新入園児

面談の際に各家庭に伝えています。また、園内にはポ

スターを掲示し必要な情報を提供しています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・内科健診・歯科健診の結果は、個々の健康記録カー

ドに記録するとともに、看護師が各担任に周知し、お

迎えの際に担任が保護者へ伝えています。また、職員

会議にて全職員に周知しています。 

・健康診断・歯科健診の結果を、保健に関する計画等

に反映させ、保育が行われています。一例として、11

月 8 日のいい歯の日には、咀嚼の大切さについて話を

することや、定期的に三色食品群についての食育を行

い、バランスよく食べる大切さを伝えています。また

帰りの会で、食物カードを使用し、三色食品群ごとに

所定のボードに食材を貼って発表するなどの取り組

みが行われています。 

・健康診断・歯科健診の結果が家庭での生活に生かさ

れるよう、保護者に伝えています。一例として、スマ

ホやタブレットの長時間使用に伴う親子間のコミュ

ニケーション不足、視力や生活リズムへの影響等を伝

え、長時間使用の注意を促しています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□「保育所におけるアレルギー対応ガイドライ

ン」をもとに、子どもの状況に応じた適切な対

応を行っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・アレルギー疾患のある子どもに対して、保育所にお

けるアレルギー対応ガイドラインにもとづき、子ども

の状況や園の取り組みを考慮した独自のアレルギー

マニュアルを作成し、対応しています。 

・食事の提供については、専用トレーに該当園児の名

前とアレルゲンが記載されたシールを貼っています。

また、食器の色については、子どもが見て分かりやす

いようピンク色に変更しました。配膳の際は担任が献
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行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

  
立をもって調理室に行き、栄養士と確認した上で提供

しています。担任は、子どもが食事をしている際は、

その場を離れないよう配慮しています。 

・生活管理指導表や医師の指示書にもとづき、エピペ

ンや薬を預かる等、子どもの状況に応じた適切な対応

が行われています。対応が難しい際は保護者を通じて

医師等へ相談しています。 

・保護者との連携を密にして、園での生活に配慮して

います。一例として、子どもが家庭で骨折し、散歩に

行けない時期は、職員体制や活動内容等を整え、子ど

もが園内で過ごせるよう取り組みました。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

A 

 

・食に関する豊かな経験ができるよう、食育年間計画

表を作成しています。年間計画表では、月ごとに、こ

どもの日、七夕、ハロウィン、正月等の食の行事とと

もに、各クラスの食育活動内容等が記載されていま

す。計画は、栄養士と各クラス担任が話し合い、子ど

もの姿を捉え、子どもが主体となる活動内容を計画

し、発展させています。一例として、食育で大豆や枝

豆に興味を持ったことから、豆苗を育てることになり

ました。散歩に行く際などに水をやり、どこまで伸び

るかを楽しむ活動につながっています。 

・子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれるよう、全

クラスにて一斉に食べ始めることはせず、配膳が済ん

だ子どもから、挨拶し食べ始めています。 

・個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう、バイ

キングを取り入れています。配膳の際に、子どもが食

べられる量などを伝えています。また、おかわりは完

食した子どものみでなく、提供できる量を子どもの要

望に応じて提供しています。 

・子どもが、食について関心を深めるため、さまざま

な食育活動が行われています。一例として、クッキン

グでは、実際にトウモロコシやじゃがいも、冬瓜など

の食材に触れ、自分で調理をすることで、苦手な食材

にも興味を持ったり、一口食べてみようかなと思える

ようになることを期待した取り組みが行われていま

す。また、ミニトマトやピーマンなど季節に応じた栽

培が行われています。 

・子どもの食生活や食育に関する取り組みについて、
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きゅうしょくだより等を通して保護者に伝えていま

す。きゅうしょくだよりでは、おやつの役割やおやつ

の選び方、また月ごとの献立等について紹介していま

す。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・離乳食は、家庭と連携し一般的な時期に応じた対応

ではなく、一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮して提供しています。個々の咀嚼状態なども含め

刻み方を変えるなど調理方法を検討し、献立・調理の

工夫につなげています。 

・栄養士が保育者と話し合い、季節に応じた食育活動

等に取り組んでいます。一例として、栄養士が年長児

の目の前でアジを捌くなどの取り組みを行いました。

また、旬のキノコに触れ、食材に興味・関心が湧いた

後に、キノコを使用したカレーや汁物を献立に取り入

れるなどの取り組みも行っています。 

・地域の食文化や行事食については、鹿児島の油そう

めん、沖縄のジューシー、長崎のつきあげ等、さまざ

まな郷土料理を取り入れています。行事食はお正月料

理、ひな祭り、お月見団子、お彼岸のおはぎ等を取り

入れています。室内には、野菜の切り方や、昆布、鰹

節、鰺についてなどを写真と文書で紹介した掲示物を

貼り、日ごろから食に興味が持てるよう取り組んでい

ます。また、郷土料理等についてのポスターを作成し

ています。 

・食の調査記録や検食簿をまとめ、系列園の給食職員

の会議内容等を踏まえ、献立・調理の工夫に反映して

います。献立は和食中心で魚の割合を多く取り入れて

います。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

 

 

 

 

・日々の送迎時のコミュニケーションや、写真と文書

で活動の様子を示したドキュメンテーション等を見

ながらの会話を通して、家庭との日常的な情報交換が

行われています。 
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を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・保育の意図や保育内容について、保護者の理解を得

る機会として、年に 1 回の保護者会、年 2 回の個人面

談、また行事への取り組み過程やその際の園長挨拶、

また園便り等を通して伝えています。保護者会では、

就学後の学習に関連する認知能力は大事であるが、生

きる力の基礎となる、意欲、忍耐力、自信、社会性、

自己制御等の非認知能力も大切であることを伝えて

います。非認知能力は遊びの中で育っていくことや、

「やらされる」ではなく「自ら取り組む」が大切であ

り、子どものやりたい気持ちを叶えるための保育実践

に取り組んでいることを伝えています。また、幼児ク

ラスでは、運動会への取り組み過程を理解してもらう

ため、運動会の種目に関連する体操教室を見学する機

会を設けています。乳児は普段の園での生活や成長の

様子を知ってもらうため、子どもに知られない方法で

の保育参観を実施しています。その後、0 歳児は懇談

会を実施しています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・0~2 歳児は電子媒体を利用した連絡帳を通して、毎

日家庭との情報共有を行っています。3~5 歳児は必要

に応じて連絡帳を使用し情報共有を行うとともに、ク

ラス活動等の様子については電子媒体で発信してい

ます。 

・保護者等からの相談に対し、園の保育方針を踏まえ

た丁寧な対応を実施しています。一例として、ひらが

なを教えてほしいという意見に対して、保育者主導で

子どもがやらされるのではなく、子どものやりたい気

持ちを大切にしている視点から、必要に応じて手紙や

ポスト等を準備することで、「友だちに手紙が書きた

い」と子どもが思った時に、文字を教えるなどの取り

組みを行うことを説明しています。方針に沿った説明

を重ねる中で、保護者との信頼関係につなげていま

す。 

・年 2 回実施される個人面談では、面談期間を事前に

知らせ、長く期間を設けることで、保護者の就労等の

個々の事情に配慮して実施できるよう取り組んでい

ます。保護者は、第三希望まで提出し、希望日程で面

談ができるよう園で調整をしています。面談で共有し

たいことについては事前にまとめ、面談後、個人面談
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記録として残し、児童票ファイルに綴じています。特

記事項等、必要に応じて職員会議で周知しています。

また、必要であれば面談時に園長・主任・看護師・栄

養士が同席しています。相談内容で、その場で答えら

れない際は園長・主任に相談の上、返答しています。 

・園の特性を生かした保護者への支援として、懇談会

で、保護者同士の雑談の時間を設けたり、運動会で保

護者競技のクラス対抗綱引きを再開したりしました。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・虐待等権利侵害の兆候を見逃さないよう、担任等が

視診を必ず行うとともに、看護師が各クラスへ巡回

し、視診を行っています。また、送迎時の親子の会話

や子の表情の観察、子ども同士の関わり方や会話、保

護者の表情の観察等を行っています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合

は、速やかに園長へ報告し、園長は内容に応じて本社

へ報告しています。また、必要に応じて区の担当課や

保健師、児童相談所等の関係機関へ連絡し、一時保護

をする等の連携を図っています。 

・職員は、虐待マニュアル、市の虐待ハンドブック、

外部研修等を通して、日ごろから虐待等権利侵害が疑

われる子どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利

侵害に関する理解に努めています。 

・虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、予防的

に保護者の精神面、生活面の援助をしています。一例

として、保育利用時間が長い家庭で仕事優先の保護者

に対して、保護者の日々の表情や子どもへの発言、関

わり方を、遅番職員も含め、全職員で観察しました。

観察内容を踏まえ、担任・園長と保護者が面談し、子

どもへの関わり方等に対して助言を行いました。 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 
  

・保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通じて、

主体的に自らの保育実践の振り返り（自己評価）を行
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20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

っています。月 1 回実施される月案ミーティングで

は、WEB マップと呼ばれる手法を用いて、活動にお

ける子どもの姿を書き出し、活動間の関連性などを可

視化しながら、子どもの興味や関心の把握につなげて

います。WEB マップによる継続した振り返りを積み

重ねてきた中で、WEB に書かれる子どもの姿が多く

なり、そこから保育につなげていく楽しさを保育者自

身が感じられるようになっています。また、可視化さ

れることで保育を掘り下げる過程を、感覚的につかみ

始めていることが感じられます。 

・全職員で保育所自己評価に取り組んでいます。各ク

ラスで 2～3 週間の期間を設け、「教育・保育の基本」

「ねらい」及び「内容」、「健康及び安全」、「子育て支

援」の項目ごとに、保育所保育指針に沿った具体的な

内容について、多岐に渡る振り返りが行われていま

す。 

園長は、各クラスから提出された振り返り内容をまと

め、月 1 回実施される職員会議の前に全職員に配布し

周知しています。職員会議では、事前に周知された内

容を踏まえ、追加事項等の意見を 1 ヶ月～1 ヶ月半ほ

どの期間をかけて出し合っています。全職員で自己評

価に取り組む過程で、園全体の課題が明確になるとと

もに、園の方向性を共有できる機会となっています。 

 


